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今
年
は
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
地
区
予
選
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
１
０
８
人（
う

ち
女
性
15
人
）
の
精
鋭
ド
ラ

イ
バ
ー
が
参
加
し
︑
10
月
23

日
か
ら
24
日
に
か
け
て
学
科

競
技
（
法
規
︑
構
造
機
能
︑

運
転
常
識
）と
実
科
競
技（
運

転
技
能
・
点
検
）
を
実
施
︒

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
鑑
み
︑
体
温
測

定
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹

底
︑
ま
た
密
を
避
け
る
た
め

学
科
競
技
の
会
場
を
２
か
所

に
分
け
る
な
ど
︑
感
染
対
策

を
万
全
に
と
っ
た
上
で
︑
初

の
無
観
客
開
催
と
し
て
実
施

し
た
︒

　

大
会
初
日
と
な
る
23
日

は
︑
晴
れ
て
は
い
た
も
の
の

北
風
が
強
く
︑
選
手
た
ち
は

寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
日
常
点

検
や
隘あ

い

路
走
行
︑
ス
ラ
ロ
ー

ム
走
行
（
前
進
）
に
取
り
組

ん
だ
︒
一
方
︑
大
会
２
日
目

と
な
る
24
日
は
強
い
北
風
も

な
く
︑
絶
好
の
大
会
日
和
と

な
っ
た
︒
選
手
た
ち
は
︑
街

路
走
行
や
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行

（
後
退
）︑
Ｓ
字
後
退
︑
車

庫
入
れ
な
ど
の
課
題
走
行
に

取
り
組
ん
だ
︒

　

25
日
の
表
彰
式
で
は
︑
坂

本
克
己
会
長
の
あ
い
さ
つ（
詳

細
別
掲
）
の
後
︑
全
ト
協
の

藤
原
利
雄
常
務
理
事
が
コ
ン

テ
ス
ト
概
要
に
つ
い
て
説
明
︒

　

昨
年
度
は
残
念
な
が
ら
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
︑
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
︒
本
日
︑
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
も
日
々
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
皆
様
の
お
姿
を
拝

見
し
︑
改
め
て
日
頃
の
ご
労

苦
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
︒

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
厳
し
い
局
面
の
中
で
も
︑

皆
様
方
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
の
奮
闘
ぶ
り

に
よ
っ
て
︑
ま
さ
に
﹁
ト
ラ

ッ
ク
が
な
け
れ
ば
我
が
国
の

経
済
は
回
ら
な
い
﹂
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
︒
我
が
国
の

経
済
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
先
頭
に
立
っ
て
い

る
の
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
皆
様
な
の
で
す
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と

し
て
最
も
大
事
な
の
は
︑
安

全
で
確
実
に
輸
送
を
行
う
こ

と
︑
そ
し
て
質
の
良
い
運
転

マ
ナ
ー
で
日
々
の
乗
務
を
遂

行
す
る
こ
と
で
す
︒

　

今
大
会
へ
の
出
場
に
向
け

て
︑
こ
れ
ま
で
磨
か
れ
て
き

た
運
転
技
術
や
安
全
の
た
め

の
知
識
を
︑
ぜ
ひ
と
も
同
じ

職
場
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
様
に
も
広
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

 

（
要
旨
）

今
回
の
平
均
点
が
８
８
３
点

（
学
科
競
技
３
５
９
点
︑
実

科
競
技
５
２
４
点
）
で
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
︒

　

各
部
門
入
賞
者
は
︑
次
の

通
り
（
各
部
門
入
賞
者
一
覧

を
４
面
に
掲
載
）︒

　

４
㌧
部
門
=
島
村
相
美
さ

ん
（
香
川
県
代
表
・
㈱
日
立

物
流
西
日
本
四
国
Ａ
Ｅ
営
業

所
）︑
11
㌧
部
門
=
真
佐
喜

龍
星
さ
ん
（
熊
本
県
代
表
・

南
九
州
セ
ン
コ
ー
㈱
八
代
営

業
所
）︑
ト
レ
ー
ラ
部
門
=

清
田
恭
平
さ
ん
（
千
葉
県
代

表
・
㈱
日
立
物
流
首
都
圏
輸

送
営
業
所
）︑
女
性
（
ト
ラ

ガ
ー
ル
）
部
門
=
石
原
麻
衣

子
さ
ん
（
岡
山
県
代
表
・
岡

山
ス
イ
キ
ュ
ウ
㈱
倉
富
物
流

セ
ン
タ
ー
）

　

受
賞
者
発
表
の
最
後
に

は
︑
最
高
賞
と
な
る
内
閣
総

理
大
臣
賞
の
発
表
が
行
わ

れ
︑
総
合
得
点
第
１
位
（
９

８
７
点
）
を
獲
得
し
た
４
㌧

部
門
・
香
川
県
代
表
の
島
村

相
美
さ
ん
（
㈱
日
立
物
流
西

日
本
四
国
Ａ
Ｅ
営
業
所
）
が

受
賞
し
た
︒

　

受
賞
者
発
表
終
了
後
に

は
︑
秡
川
直
也
国
土
交
通
省

自
動
車
局
長
と
新
田
慎
二
警

察
庁
長
官
官
房
審
議
官
が
祝

辞
を
述
べ
た
（
詳
細
２
面
）︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
23
日
と

24
日
︑
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
安
全

運
転
中
央
研
修
所
（
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
）
で
︑
第
53
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
︑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

鑑
み
︑
初
の
無
観
客
開
催
で
実
施
し
た
︒

　

25
日
に
は
第
一
ホ
テ
ル
東
京
（
東
京
都

港
区
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
︑
総
合
得
点

９
８
７
点
で
第
１
位
と
な
っ
た
４
㌧
部
門

・
香
川
県
代
表
の
島
村
相
美
さ
ん
（
㈱
日

立
物
流
西
日
本
四
国
Ａ
Ｅ
営
業
所
）が﹁
内

閣
総
理
大
臣
賞
﹂を
受
賞
し
た（
５
面
に
、

各
部
門
優
勝
者
の
喜
び
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

掲
載
）︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
11
月
16
日
㈫
~
令
和
４

年
１
月
10
日
㈪
の
期
間
︑
第

61
回
﹁
正
し
い
運
転
・
明
る

い
輸
送
運
動
﹂を
実
施
す
る
︒

　

同
運
動
は
︑
交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防
止
︑
環
境
保

全
お
よ
び
輸
送
秩
序
の
確
立

に
よ
り
︑
円
滑
な
輸
送
の
達

成
を
図
り
︑
年
末
年
始
の
輸

送
繁
忙
期
に
お
け
る
安
全
︑

安
心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
︒
全
ト
協
で
は
会

員
事
業
者
に
対
し
︑
経
営
ト

ッ
プ
︑
管
理
者
お
よ
び
従
業

員
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
事

項
（
別
掲
）
に
取
り
組
む
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

特
に
︑﹁
飲
酒
運
転
の
根

絶
﹂
で
は
︑
第
１
１
７
回
交

通
対
策
委
員
会
（
３
年
９
月

６
日
開
催
）
の
決
議
を
踏
ま

え
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か

ら
飲
酒
運
転
を
根
絶
さ
せ
る

よ
う
︑
従
業
員
に
対
し
て
働

き
か
け
を
行
う
よ
う
求
め
て

い
る
（
７
面
に
関
連
）︒

　

ま
た
︑﹁
降
積
雪
期
に
お

け
る
輸
送
の
安
全
確
保
の
徹

底
﹂
で
は
︑
積
雪
・
凍
結
等

の
気
象
お
よ
び
道
路
状
況
に

よ
り
︑
早
期
の
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
お
よ
び

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
を

徹
底
さ
せ
る
と
と
も
に
︑
冬

期
に
お
い
て
は
︑
大
型
車
の

車
輪
脱
落
事
故
が
多
発
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
国
土
交

通
省
が
策
定
す
る
大
型
車
の

車
輪
脱
落
事
故
防
止
に
係
る

﹁
緊
急
対
策
﹂
の
ト
ラ
ッ
ク

業
界
が
取
り
組
む
実
施
事
項

と
併
せ
︑
全
ト
協
で
作
成
す

る
車
輪
脱
落
事
故
防
止
の
啓

発
資
料
活
用
に
よ
り
︑
実
効

性
の
あ
る
再
発
防
止
対
策
を

推
進
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
︒

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」「
降
積
雪
期
に
お
け
る

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」「
降
積
雪
期
に
お
け
る

輸
送
の
安
全
確
保
の
徹
底
」
を
強
く
呼
び
か
け

輸
送
の
安
全
確
保
の
徹
底
」
を
強
く
呼
び
か
け

第第
6161
回
「
正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

回
「
正
し
い
運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
」

1111
月月
1616
日
㈫
～
令
和
４
年
１
月

日
㈫
～
令
和
４
年
１
月
1010
日
㈪
ま
で

日
㈪
ま
で

栄
誉
を
機
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

栄
誉
を
機
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
い
に
活
躍
を
期
待

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
い
に
活
躍
を
期
待

坂
本
会
長
が
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
を
激
励

全ト協第 61 回「正しい運転・明るい輸送運動」実施事項
⑴飲酒運転の根絶
⑵追突事故及び交差点における事故防止の徹底
⑶過労運転防止の徹底
⑷確実な点呼の実施
⑸携帯・スマートフォンの使用禁止の徹底
⑹健康診断の受診の徹底
⑺荷役作業時の安全確保の徹底
⑻高速道路における事故防止の徹底
⑼車両の安全性確保の徹底
⑽降積雪期における輸送の安全確保の徹底
⑾正しい積付け・固縛方法の徹底
⑿エコドライブ及びアイドリング・ストップの徹底
⒀運輸安全マネジメントの徹底
⒁安全意識の高揚
⒂輸送品質・サービスの向上

坂本会長（中央）と記念撮影を行う各部門優勝者。左から石原麻衣子さん（女性［トラガール］部門）、清田恭平さん（トレーラ部門）、坂本会長、島村
相美さん（4トン部門）、真佐喜龍星さん（11トン部門）（10月25日、第一ホテル東京）

あいさつする坂本克己全ト協会長

今大会では、全国から108人の精鋭ドライバーが一堂に会した

最前線のエッセンシャルワーカーとして日本の物流を守る最前線のエッセンシャルワーカーとして日本の物流を守る
【守り切るルール、磨き続ける運転マナー、真髄の技術と知識】【守り切るルール、磨き続ける運転マナー、真髄の技術と知識】

第 53 回「全国トラックドライバー・コンテスト」第 53 回「全国トラックドライバー・コンテスト」

新田　慎二
警察庁長官官房審議官

秡川　直也
国土交通省自動車局長

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
島
村
相
美
さ
ん
（
４
㌧
部
門
・
香
川
県
代
表
）

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
島
村
相
美
さ
ん
（
４
㌧
部
門
・
香
川
県
代
表
）
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～数字編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�積載できる貨物の長さは、自動車の長さの1.1倍までである。
（ ○・× ）

❷	�踏切の前後の側端からそれぞれ前後に15メートル以内の部分は
駐停車禁止である。（ ○・× ）

❸	�横断歩道とその手前から50メートル以内の部分は追越し禁止で
ある。（ ○・× ）

❹	�転回するときの合図は、その行為をしようとする３秒前に出
す。（ ○・× ）

❺	�酒酔い運転の罰則は３年以下の懲役又は50万円以下の罰金であ
る。（ ○・× ）

（解答は7面）

　あなたは深夜の高速道路を走行しており、合流地点に差しか
かりました。前方には合流しようとしてくる車が見えます。こ
の場面にはどのような危険がありますか。また、危険を避ける
ためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

状 

況

〔第 140回〕「高速道路の合流地点」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

10
月
26
日
︑
東
京
都
庁
第
一

本
庁
舎
で
開
催
さ
れ
た
﹁
東

京
２
０
２
０
大
会
に
か
か
る

感
謝
状
贈
呈
式
﹂
に
出
席
し

た
︒

　

同
式
で
は
︑
東
京
２
０
２

０
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
︑

支
援
・
協
力
を
行
っ
た
39
団

体
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈
︒

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｔ
Ｄ
Ｍ
）
の
実
施
等
を
通

じ
て
円
滑
な
大
会
運
営
に
貢

献
し
た
全
ト
協
や
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
た
︒

　

当
日
は
︑
全
ト
協
・
坂
本

克
己
会
長
の
代
理
で
山
崎
薫

常
務
理
事
が
︑
東
ト
協
を
代

表
し
て
浅
井
隆
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
登
壇
し
た
︒

交
通
事
故
（
道
路
）
に
伴

う
死
亡
者
数
、
死
傷
者

数
が
前
年
度
よ
り
増
加

労
働
災
害
発
生
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
20

日
︑
令
和
３
年
に
お
け
る
労

働
災
害
発
生
状
況
（
10
月
速

報
値
）
を
発
表
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
３
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
発
生

し
た
労
働
災
害
に
つ
い
て
︑

10
月
７
日
ま
で
に
報
告
が
あ

っ
た
も
の
を
集
計
し
た
も
の
︒

　

労
災
に
よ
る
死
亡
者
数
は

５
４
１
人
（
前
年
同
期
比
30

人
増
）︒
陸
上
貨
物
運
送
事

業
に
お
け
る
死
亡
者
数
は
63

人
（
同
13
人
増
）
だ
っ
た
︒

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
つ
い

て
︑
類
型
別
で
は
︑﹁
交
通

事
故
（
道
路
）﹂
が
30
人
（
同

10
人
増
）
と
最
も
多
く
︑
次

働
対
策
に
つ
い
て
は
荷
主
等

に
協
力
・
連
携
を
働
き
掛
け

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
内
容
も
あ
る
こ

と
か
ら
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

で
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
す
ぐ
に
取
り
組
む
こ
と
の

で
き
る
﹁
緊
急
対
策
﹂
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
︑今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
い
る
︒

い
で
︑﹁
墜
落
・
転
落
﹂
10
人

（
同
４
人
減
）︑﹁
は
さ
ま
れ

・
巻
き
込
ま
れ
﹂
７
人
（
同

１
人
減
）
の
順
と
な
っ
た
︒

　

ま
た
︑
休
業
４
日
以
上
の

死
傷
者
数
は
９
万
７
９
１
３
人

（
同
１
万
７
５
８
１
人
増
）︒

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け

る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者

数
は
１
万
１
１
１
０
人
（
同

７
８
４
人
増
）
と
な
っ
た
︒

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
つ
い

て
︑
類
型
別
で
は
︑﹁
墜
落

・
転
落
﹂
が
３
０
９
４
人
（
同

２
０
９
人
増
）と
最
も
多
く
︑

次
い
で
﹁
転
倒
﹂
１
９
４
５
人

（
同
２
７
０
人
増
）︑﹁
動
作

の
反
動
・
無
理
な
動
作
﹂
１

９
４
４
人
（
同
１
３
９
人
増
）

の
順
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑﹁
交

通
事
故
（
道
路
）﹂
は
同
91

人
増
と
な
る
５
５
９
人
だ
っ

た
︒

先
進
安
全
自
動
車
（
Ａ

Ｓ
Ｖ
）
の
導
入
支
援

令
和
３
年
度
分
10
月
29
日
で

受
付
終
了

　

国
土
交
通
省
は
︑
事
業
用

自
動
車
を
購
入
等
す
る
場

合
︑
Ａ
Ｓ
Ｖ
装
置
装
着
に
係

る
費
用
の
２
分
の
１
の
補
助

を
実
施
し
て
い
た
が
︑
予
算

額
の
上
限
に
達
し
た
た
め
︑

10
月
29
日
に
受
付
を
終
了
し

た
︒

　

な
お
︑
車
両
総
重
量
３
・

５
㌧
超
20
㌧
以
下
の
ト
ラ
ッ

ク
に
つ
い
て
は
︑
11
月
１
日

「物流改善に向けたガイドラインセミナー」開催「物流改善に向けたガイドラインセミナー」開催
「加工食品、飲料・酒」「建設資材」「加工食品、飲料・酒」「建設資材」
「家庭紙」「洋紙・板紙」４分野で「家庭紙」「洋紙・板紙」４分野で

　国土交通省は、12 月から来年２月にかけて、「物流改善に向けたガイドライン
セミナー」を無料・オンラインで開催する。
　国交省では、荷待ち時間の件数が特に多い輸送分野（「加工食品、飲料・酒」、

「建設資材」、「紙・パルプ（家庭紙）」、「紙・パルプ（洋紙・板紙）」）について、
各分野特有の課題を洗い出し、解決方策を整理して取りまとめた分野別ガイドラ
インを策定。今回のセミナーでは、同分野別ガイドラインや最近の物流政策につ
いて解説を行うとともに、荷主と運送事業者が協力して取り組んだ事例を中心に
紹介する。
　申し込みは、同セミナー事務局＝㈱富士通総研ホームページ（https://www.
fujitsu.com/jp/group/fri/resources/events/other/guideline-seminar.
html）から行うことができる。

開催日時 内容
第１回 令和３年１２月  ９日㈭ 「建設資材」分野
第２回 令和４年  １月２８日㈮ 「加工食品、飲料・酒」分野
第３回 令和４年  ２月  １日㈫ 「紙パルプ（家庭紙）」分野
第４回 令和４年  ２月１８日㈮ 「紙パルプ（洋紙・板紙）」分野

※ 各回 １３：００～１５：１０

国交省

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
今
す

ぐ
取
り
組
め
る
「
緊
急
対
策
」

を
掲
げ
取
り
組
み
を
促
す

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

過
労
死
等
防
止
計
画
﹂

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
︑
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

﹁
今
す
ぐ
取
り
組
も
う
！
緊

急
対
策
︱
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
過
労
死
等
防
止
計
画

︱
﹂（
写
真
）
を
作
成
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
過
労
死
等

の
発
症
が
業
種
別
ワ
ー
ス
ト

１
で
あ
る
事
態
を
受
け
︑
平

成
30
年
に
﹁
過
労
死
等
防
止

計
画
﹂
を
策
定
︒
脳
・
心
臓

疾
患
に
よ
る
過
労
死
等
の
発

症
を
令
和
４
年
度
ま
で
に
20

％
削
減
す
る
こ
と
等
を
目
標

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
︒

し
か
し
な
が
ら
︑
長
時
間
労

贈呈式に出席した山崎全ト協常務理事（前列右から5人目）と浅井東ト協会長（同6人目）（10月26日、
東京都庁）

か
ら
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
・
車
両
安
定
性
制
御
装
置

・
車
線
逸
脱
警
報
装
置
の

﹁
３
装
置
﹂
が
新
車
装
着
義

務
付
け
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑

11
月
１
日
以
降
に
新
車
新
規

登
録
さ
れ
た
車
両
に
つ
い
て
︑

３
装
置
は
補
助
対
象
外
と
な

る
︒

　

詳
細
は
︑
各
地
方
運
輸
局

自
動
車
技
術
安
全
部
も
し
く

は
各
運
輸
支
局
ま
で
︒

 

﹁
大
雪
予
測
時
の
情
報
提

供
﹂﹁
並
行
国
道
の
同
時

通
行
止
め
﹂
等
対
策
強
化

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

雪
氷
期
に
お
け
る
取
り
組
み

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
10
月

27
日
︑
今
年
度
の
雪
氷
期
に

お
け
る
取
り
組
み
の
強
化
に

つ
い
て
発
表
し
た
︒

　

今
年
１
月
９
日
か
ら
12
日

に
か
け
て
の
大
雪
の
影
響
に

よ
り
︑
同
社
が
管
理
す
る
北

陸
自
動
車
道
と
東
海
北
陸
自

動
車
道
で
大
規
模
な
滞
留
車

両
が
発
生
︒
こ
う
し
た
事
態

を
受
け
︑
国
土
交
通
省
で
は

３
月
31
日
に
﹁
大
雪
時
の
道

路
交
通
確
保

対
策
中
間
と
り

ま
と
め
﹂
を
改

定
し
︑﹁
人
命

を
最
優
先
に
︑

幹
線
道
路
上
で

大
規
模
な
車
両

滞
留
を
徹
底
的

に
回
避
す
る
﹂

と
い
う
考
え
方

に
転
換
す
る
よ

う
提
言
︒
同
提

言
を
受
け
︑
同

社
で
は
大
雪
時

の
雪
氷
対
策
の

見
直
し
を
行

い
︑
強
化
を
図

る
こ
と
と
し
た
︒

　

今
年
度
に
お

け
る
具
体
的
な

取
り
組
み
は
︑別
掲
の
通
り
︒

　

同
社
で
は
道
路
利
用
者
に

対
し
て
︑
早
め
の
冬
道
装
備

の
準
備
と
出
発
前
の
交
通
情

報
の
確
認
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

 

ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
駐
車

場
予
約
シ
ス
テ
ム
の
実
証

実
験
を
開
始

新
名
神
土
山
Ｓ
Ａ
で

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱
（
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
）
は
10
月

29
日
よ
り
︑
新
名
神
高
速
道

路
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

（
Ｓ
Ａ
︑
上
下
）
で
︑
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
駐
車
場
予

約
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を

開
始
し
た
︒

　

対
象
車
両
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２

・
０
を
搭
載
し
た
長
さ
21
㍍

を
超
え
る
フ
ル
ト
レ
ー
ラ
連

結
車
（
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
）︒
利
用
料
金
は
当
面
の

間
無
料
だ
が
︑
今
後
の
運
用

状
況
を
み
な
が
ら
有
料
実
験

も
検
討
す
る
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑モ
ニ
タ
ー
登
録
は
︑

タ
イ
ム
ズ
24
㈱
の
﹁
駐
車
場

予
約
シ
ス
テ
ム（
ト
ラ
ッ
ク
）﹂

よ
り
可
能
と
な
っ
て
い
る
︒

▽
秡
川
直
也

国
土
交
通
省
自
動
車
局
長

　

ま
ず
︑
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

大
変
な
状
況
の
中
で
︑
今
大

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
様
に
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
︑
私

た
ち
の
生
活
も
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
︒
そ
う

来
賓
あ
い
さ
つ
（
要
旨
、
１
面
に
関
連
）

し
た
中
に
あ
っ
て
︑
経
済
活

動
を
支
え
て
い
る
の
は
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
の
皆
様
だ
と

い
う
こ
と
を
︑
改
め
て
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

こ
う
し
た
大
変
な
状
況
の

中
で
︑
こ
こ
に
お
ら
れ
る
選

手
の
皆
様
が
高
い
運
転
技
術

や
安
全
知
識
を
競
い
合
う
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
に
挑
戦
し
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
の
は
︑
非
常
に

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
︒
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
島
村
相

美
さ
ん
の
総
合
得
点
が
９
８

７
点
︑
ま
た
全
選
手
の
平
均

点
も
高
く
︑
非
常
に
ハ
イ
レ

ベ
ル
な
戦
い
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
︒

　

選
手
の
皆
様
の
日
々
の
努

力
や
安
全
運
転
に
対
す
る
姿

勢
は
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
鑑
と
な
る
も
の

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒
こ

れ
か
ら
も
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
模
範
と
し
て
︑
精
い

っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒

▽
新
田
慎
二

警
察
庁
長
官
官
房
審
議
官

　

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ

た
選
手
の
皆
様
︑
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
日

々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
︑
今
日
の
皆

様
が
あ
る
も
の
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
︒
今
後
も
︑
他
の

ド
ラ
イ
バ
ー
の
模
範
と
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
︒

　

９
月
末
現
在
の
交
通
事
故

死
者
数
は
前
年
比
１
６
０
人

減
と
︑
前
年
に
比
べ
８
％
減

少
し
て
い
ま
す
︒
事
故
を
分

析
す
る
と
︑
死
者
数
に
占
め

る
高
齢
者
の
割
合
が
多
く
な

っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
︒
こ

れ
か
ら
冬
場
を
迎
え
︑
夕
暮

れ
時
の
事
故
が
多
く
な
っ
て

き
ま
す
︒
警
察
庁
と
し
ま
し

て
は
︑
外
が
薄
暗
く
な
っ
た

際
の﹁
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
﹂

を
呼
び
か
け
て
い
く
と
と
も

に
︑
飲
酒
運
転
根
絶
に
も
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
︒

　

昨
年
６
月
に
は
︑﹁
運
転

免
許
の
受
験
資
格
の
特
例
に

関
す
る
規
定
の
整
備
﹂
を
盛

り
込
ん
だ
改
正
道
路
交
通
法

が
公
布
さ
れ
︑
18
歳
で
普
通

自
動
車
免
許
を
取
得
し
︑
一

定
の
教
習
を
修
了
す
れ
ば
︑

19
歳
で
大
型
免
許
・
中
型
免

許
が
取
得
可
能
と
な
り
ま

す
︒
現
在
︑
来
年
６
月
の
施

行
に
向
け
て
︑
具
体
的
な
制

度
設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
︒
こ
れ
を
機
に
︑
優

秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
が
数
多
く

輩
出
さ
れ
ま
す
こ
と
を
︑
大

い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
︒

（
11
月
1
日
〜
30
日
）

▽
11
月
９
日

・
令
和
３
年
度
第
２
回
総
務
委
員
会

▽
11
月
10
日

・
第
51
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会
総
会

▽
11
月
18
日

・
第
72
回
広
報
委
員
会

▽
11
月
22
日

・
第
51
回
環
境
対
策
委
員
会

▽
11
月
26
日

・
令
和
３
年
度
第
２
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

今すぐ取り組もう！今すぐ取り組もう！
――トラック運送業界の過労死等防止計画トラック運送業界の過労死等防止計画――

令和 3年●月

緊急対策取り組みチェックリスト過労死等防止計画

従業員全員が定期健康診断を受診している。

乗務前および乗務後点呼で、血圧測定をし、記録している。

乗務前点呼において、ドライバーから直前の睡眠時間を申告させ、それ

を記録している。また、短時間睡眠者には睡眠の改善を指導している。

ドライバーに「セルフケアチェックノート」を提供し、ドライバーは

運行前にその時の体調（健康状態）をチェックし、記録している。

健康状態の悪いハイリスクドライバーはいない。

定期健康診断結果の内容を確認している。

▶ まだ受診していない従業員に、受診するよう指示をし、業務の調整を行って

ください。

▶ 脳・心臓疾患発症の要因となる高血圧の予防には、血圧測定が重要です。日々

の血圧値を記録し、ドライバーの健康管理を行いましょう。

▶ 普段から血圧の高いドライバーや高齢なドライバー等には、睡眠時間を詳し

く聞きましょう。

▶�ドライバー自身が日々、「セルフケアチェックノート」などに血圧値や睡眠

時間を記録することで、体調の変化を知ることができるため、健康管理に役

立てましょう。

▶ 当面残業時間の上限を月１００時間未満とする。

▶ 改善基準告示を遵守する。

▶ 日々の勤務ができるだけ規則的になるように配慮する。

▶ 健診結果の見方が分からないなどの場合は「運輸ヘルスケアナビシステム®」

などを利用し、絶対健診結果を放置しないこと。

１

３

４

５

６

２

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

No

※�結果の内容を確認出来るのは、衛生管理者や、健康診断の実施の実務に従事している者、人

事労務部門の担当者、職場の管理監督者など

に✓が入るように
取り組みましょう！

緊急対策
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脳･心臓疾患の労災補償状況
支給決定件数推移

貨
物
自
動
車
運
送
事
業

全
産
業

令和２年度　道路貨物運送業
支給決定件数 55件の年齢別状況

令和２年度　道路貨物運送業
支給決定件数 55件の疾患別状況

19
歳
以
下

平
成
24
年
度

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

平
成
30
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

20
〜
29
歳

30
〜
39
歳

40
〜
49
歳

50
〜
59
歳

60
歳
以
上

2 2

18

24

9

338
306

277

251

260 253
238

216

194

71

94
77 82

89 85 83

61 55
全産業の
約30％

40％以上が
50歳代

計 55人

解離性
大動脈瘤
4人

狭心症
4人

心筋梗塞
12人

脳梗塞
7人

くも膜下出血
14人

脳内出血
（脳出血）
9人

心停止
（心臓性突然死
を含む。）

　　　　5人

脳血管疾患
（30人）

虚血性心疾患等
（25人）

（件） （件） （件）

資料：厚生労働省

道路貨物運送業

全産業

　厚生労働省が公表した令和２年度「過労死等の労災補償状況」によると、脳・心臓疾患による労

災補償状況は、請求件数、及び支給決定件数ともに【道路貨物運送業】（業種別中分類）が『ワース

ト１』と、各業種の中で最も多く過労死認定を受けています。

　しかも、業種別中分類【道路貨物運送業】で公表されるようになった平成１２年度（２００９年度）から、

１２年連続です。

　トラック運送業界は、近年、ドライバーの高齢化に加え、深刻な人手不足が問題となっています。

今いるドライバーが健康に長く働くことができ、新しい人材がこの業界で働きたいと思える魅力あ

る職場にするためにも、過労死等削減の取り組みが緊急かつ喫緊の課題であることを認識し、業界

全体が一丸となって「過労死等防止計画」に取り組みましょう。

Check！

NEXCO 中日本における大雪時の
道路交通確保に向けた取り組みの強化

①ソフト的対応
1. 大雪が予測される降雪の３日前から出控えや広域迂回などを要請す

る情報を提供【強化】
2. 高速道路と並行する国道などの同時通行止めを躊躇なく実施【強化】
3. 滞留状況を正確に把握するための体制を確保【強化】

②ハード的対応
1. 大雪による滞留が発生した際の備えとして、ガソリン車への燃料補

給に加え、EV 車（電気自動車）への充電対応など、事前に準備【新規】
2. インターチェンジ流出部手前に簡易な規制装置（エアー遮断機）や

特設情報板を試行導入【新規】

「
東
京
２
０
２
０
大
会
に
か
か
る

　
　
　
感
謝
状
贈
呈
式
」に
出
席

大
会
開
催
に
支
援
・
尽
力
し
た
39
団
体
に
感
謝
状
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
　
　
　

︻
解
説
︼
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
ソ
ジ
）
と
は
︑

性
的
指
向
（Sexual Orientation

:
恋
愛
・
性
愛
対
象
の
方
向
性
）

と
性
自
認
（Gender Identity

:

自
己
の
性
別
に
つ
い
て
の
認
識
）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
略
称
で
す
︒
こ
れ
は
︑

特
定
の
性
的
指
向
や
性
自
認
の
人
︑

　

先
日
、「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
（
ソ
ジ
）
ハ

ラ
で
労
災
認
定
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
見
ま
し
た
。
性
別
変
更
し
た
労

働
者
が
、
職
場
で
性
的
指
向
や
性

自
認
に
つ
い
て
侮
辱
さ
れ
、
精
神
障

害
を
発
症
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
、「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
」
と
い
う

の
は
初
め
て
聞
く
言
葉
で
す
し
、
最

近
は
性
的
少
数
者
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
の
で
、

労
務
管
理
上
の
留
意
点
を
含
め
解

説
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ＳＯＧＩ（ソジ）ハラ
の意味と労務管理
上の留意点は

つ
ま
り
﹁
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
ｓ
﹂
な
ど
と

呼
ば
れ
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少

数
者
）
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
︑
す

べ
て
の
人
が
も
つ
性
的
指
向
や
性
自

認
に
つ
い
て
の
感
情
の
状
態
を
指
す

幅
広
い
概
念
で
す
の
で
︑
職
場
の
全

員
が
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に
関
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
︑
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
を
事
業
主

に
義
務
付
け
た
︑
い
わ
ゆ
る
パ
ワ
ハ

ラ
防
止
法（
労
働
施
策
総
合
推
進
法
）

の
施
行
（
令
和
２
年
６
月
︑
中
小
事

業
主
は
同
４
年
４
月
１
日
か
ら
義
務

化
）
に
伴
い
公
表
さ
れ
た
パ
ワ
ハ
ラ

指
針
（
令
和
２
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
５
号
）
で
禁
止
が
明
記
さ
れ
ま
し

た
︒
具
体
的
に
は
︑
パ
ワ
ハ
ラ
の
代

表
的
な
言
動
の
類
型
の
う
ち
の
﹁
精

神
的
な
攻
撃
﹂（
脅
迫
・
名
誉
棄
損

・
侮
辱
・
ひ
ど
い
暴
言
）
に
該
当
す

る
典
型
的
な
行
動
パ
タ
ー
ン
の
一
つ
の

例
に
﹁
人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
言

動
を
行
う
︒
相
手
の
性
的
指
向
・
性

自
認
に
関
す
る
侮
辱
的
な
言
動
を
含

む
﹂
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

ご
質
問
の
事
例
は
︑
性
別
変
更
し

た
労
働
者
が
性
自
認
に
関
す
る
侮
辱

的
な
言
動
に
よ
る
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
を

受
け
た
こ
と
が
︑
心
理
的
負
荷
に
よ

る
精
神
障
害
の
認
定
基
準
（
平
成
23

年
12
月
︑
基
発
１
２
２
６
号
第
１
号
）

の
﹁
人
格
や
人
間
性
を
否
定
す
る
よ

う
な
精
神
的
攻
撃
を
執
拗
に
受
け
た
﹂

と
す
る
パ
ワ
ハ
ラ
の
ケ
ー
ス
に
あ
た

り
︑
そ
の
結
果
︑
心
理
的
負
荷
が
最

も
上
の
﹁
強
﹂
に
該
当
す
る
と
し
て
︑

労
災
認
定
さ
れ
た
も
の
で
す
︒
し
か

し
︑
前
述
し
た
よ
う
に
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ

ラ
の
範
囲
は
幅
広
く
︑
相
手
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
か
ど
う
か
に
関
係
な

く
︑
侮
辱
的
な
言
動
そ
の
も
の
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
り
得
る
と
い
う
こ

と
に
︑
特
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
︒
た
と
え
悪
意
の
な
い
何
気
な

い
発
言
で
あ
っ
て
も
相
手
を
傷
つ
け

た
と
し
て
︑
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
と
認
定

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑

問
題
と
さ
れ
る
言
動
に
は
﹁
あ
い
つ

は
ホ
モ
み
た
い
だ
﹂
と
い
う
よ
う
な
︑

飲
み
会
の
場
で
の
言
動
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
の
で
︑
安
易
な
軽
口
は
慎
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

　

前
記
パ
ワ
ハ
ラ
指
針
で
は
︑
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
を
防
止
す
る
た
め
︑
事
業

主
に
対
し
︑
職
場
に
お
い
て
Ｓ
Ｏ
Ｇ

Ｉ
ハ
ラ
も
含
め
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
旨
の
方
針
を
明
確
化
し
︑

労
働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と
や

相
談
窓
口
を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
︒こ
れ
ら
の
措
置
に
加
え
︑

さ
ら
に
基
本
的
事
項
と
し
て
︑
就
業

規
則
で
パ
ワ
ハ
ラ
︑
セ
ク
ハ
ラ
︑
マ
タ

ハ
ラ
な
ど
の
ほ
か
に
︑﹁
性
的
指
向
・

性
自
認
に
関
す
る
言
動
に
よ
る
も
の

な
ど
職
場
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
よ
り
︑
他
の
労
働
者
の

就
業
環
境
を
害
す
る
よ
う
な
こ
と
を

し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
よ
う
な

規
定
を
設
け
て
お
く
こ
と
も
必
要
で

し
ょ
う
︒

Ａ�

防
止
す
る
旨
の
方
針
を
明

確
化
し
、
周
知
・
啓
発
を

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
が
近
づ
い

て
き
た
︒
同
年
４
月
１
日
か
ら
︑

自
動
車
運
転
業
務
の
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
年
９
６
０
時
間
に

な
る
︒
す
で
に
一
般
則
で
は
︑
大

企
業
も
中
小
企
業
も
年
７
２
０
時

間
が
適
用
さ
れ
て
い
る
︒
運
送
業

界
に
は
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て

い
た
が
︑残
り
２
年
半
を
切
っ
た
︒

　

も
ち
ろ
ん
﹁
す
で
に
年
９
６
０

時
間
以
下
を
実
現
し
て
い
る
﹂
と

い
う
事
業
者
も
い
る
︒あ
る
い
は
︑

﹁
こ
の
間
︑
計
画
的
に
労
働
時
間

短
縮
を
進
め
︑
猶
予
期
間
内
に
は

ク
リ
ア
で
き
る
﹂
と
い
う
事
業
者

も
い
る
︒
だ
が
︑
業
界
の
現
状
を

み
る
と
︑
ま
だ
時
短
に
ほ
と
ん
ど

着
手
で
き
て
い
な
い
事
業
者
が
少

な
く
な
い
︒
そ
の
よ
う
な
な
か
で

猶
予
期
限
が
少
し
ず
つ
近
づ
き
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
︒

　

ま
た
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
の
陰
に
隠
れ
て

見
落
と
さ
れ
が
ち
だ

が
︑
も
う
１
つ
﹁
２
０

２
３
年
問
題
﹂
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

な
い
︒
同
年
４
月
１
日

か
ら
は
︑
中
小
企
業
に

も
月
60
時
間
超
の
時
間

外
割
増
賃
金
率
50
％
が

適
用
さ
れ
る
︒﹁
２
０
２
４
年
問

題
﹂
が
ク
リ
ア
で
き
て
も
︑﹁
年

９
６
０
時
間
は
月
平
均
80
時
間

な
の
で
︑
毎
月
20
時
間
分
の
賃

金
は
50
％
割
増
に
な
る
﹂︒
こ

こ
か
ら
も
︑
労
働
時
間
短
縮
が

い
か
に
重
要
な
経
営
課
題
か
が

分
か
る
︒

　

そ
こ
で
︑﹁
基

本
的
に
は
残
業

な
し
﹂
と
い
う

あ
る
中
小
事
業
者

（
保
有
車
両
数

70
台
）
の
事
例

を
み
て
み
よ
う
︒

同
社
の
業
務
は

中
近
距
離
の
輸

配
送
が
主
体
で
︑

一
部
だ
け
全
国

ど
こ
に
行
く
か

分
か
ら
な
い
長

距
離
輸
送
が
あ

る
︒
こ
の
長
距

離
輸
送
で
は
︑

帰
り
の
高
速
道

路
料
金
も
発
荷
主
に
請
求
し
︑

空
車
で
少
し
で
も
早
く
戻
る
よ

う
に
し
て
い
る
︒﹁
帰
荷
を
積

み
込
む
場
所
へ
の
移
動
や
待
機

時
間
を
な
く
し
て
労
働
時
間
を

短
縮
し
︑
車
両
回
転
数
を
増
や

す
こ
と
で
収
益
性
を
確
保
す

る
﹂
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
︒

　

こ
の
事
業
者
は
︑
基
本
的
に
は

土
日
が
休
み
だ
︒
日
曜
日
は
全
員

が
休
み
︑
土
曜
日
は
本
人
の
希
望

で
シ
フ
ト
制
出
勤
の
人
も
い
る
︒

﹁
土
日
休
み
の
完
全
週
休
２
日
制

か
︑
日
曜
日
以
外
の
も
う
１
日
は

シ
フ
ト
制
で
休
む
か
を
本
人
が
選

択
す
る
﹂︒
そ
し
て
﹁
土
曜
日
出

勤
に
は
休
日
出
勤
手
当
を
支
給

し
︑他
の
曜
日
に
代
休
が
取
れ
る
﹂︒

　

同
社
の
時
短
の
ポ
イ
ン
ト
は
２

つ
だ
︒
１
つ
は
︑
ど
の
よ
う
な
業

務
も
こ
な
せ
る
ス
キ
ル
を
も
っ
た

多
機
能
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
る
こ
と

で
あ
る
︒
多
機
能
ド
ラ
イ
バ
ー
は

優
先
的
に
乗
務
す
る
仕
事
も
あ
る

が
︑
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時

間
調
整
の
役
割
を
兼
ね
て
い
る
︒

も
う
１
つ
は
︑
日
曜
日
は
全
員
休

み
だ
が
仕
事
は
土
日
も
あ
る
の

で
︑
土
日
に
﹁
副
業
﹂
で
働
き
た

い
と
い
う
他
業
種
の
人
を
採
用
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う

に
し
て
︑
同
社
で
は
正
社
員
は
週

休
２
日
で
︑
基
本
的
に
残
業
な
し

を
実
現
し
た
︒

　

同
社
の
よ
う
に
︑
工
夫
次
第
で

労
働
時
間
短
縮
は
可
能
だ
︒だ
が
︑

そ
の
た
め
に
は
︑
標
準
的
運
賃
や

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
に
よ

る
原
資
の
確
保
が
欠
か
せ
な
い
︒

第
288
回

「2024年問題」への様々な対応

　
﹁
高
速
道
路

を
一
定
の
速
度

で
連
続
走
行
す

る
と
︑
タ
イ
ヤ

の
耐
摩
耗
性
能
は
ど
れ
く
ら
い
伸
び
る
の
か
﹂

が
分
か
る
デ
ー
タ
が
実
在
し
ま
す
︒

　

今
か
ら
42
年
前
︑
昭
和
54
年
に
発
刊
さ
れ

た
書
籍﹃
自
動
車
用
タ
イ
ヤ
の
知
識
と
特
性
﹄

（
馬
庭
孝
司
著
︑
山
海
堂
）
に
は
︑
高
速
道

路
（
舗
装
路
）
を
時
速
80
㌔
㍍
で
走
行
し
︑

一
度
も
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
か
っ
た
車
両
Ａ

と
︑
８
㌔
㍍
ご
と
に
停
止
・
発
進
を
く
り
返

し
た
車
両
Ｂ
の
耐
摩
耗
性
能
を
比
較
し
た

時
︑
車
両
Ａ
は
車
両
Ｂ
の
２
倍
以
上
の
持
ち

を
発
揮
し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
に

　

ま
た
︑
冬
場
に
必
ず
夏
用
タ
イ

ヤ
か
ら
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に

履
き
替
え
る
ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
︑

履
き
替
え
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
︑
空
気
圧
点

検
＋
位
置
交
換
を
し
た
場
合
と
同
じ
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
︒
そ
し
て
︑
春
先
に
ま
た
夏
用
タ
イ

ヤ
に
戻
せ
ば
︑
偏
摩
耗
の
な
い
タ
イ
ヤ
を
１
年

中
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

す
な
わ
ち
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
履
き
替

え
作
業
を
毎
年
行
い
︑
高
速
道
路
を
中
心
に
走

行
す
る
ト
ラ
ッ
ク
車
両
で
あ
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
の
異

常
も
起
き
に
く
く
な
り
ま
す
︒
加
え
て
︑
高
速

道
路
の
速
度
規
制
や
過
積
載
規
制
に
よ
り
︑
タ

イ
ヤ
へ
の
負
担
は
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
︒

タ
イ
ヤ
業
界
関
係
者
の
話
に
よ
る
と
︑
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
関
し
て
は
︑
そ
う
し
た
理
由
か
ら
︑

高
速
道
路
上
で
の
タ
イ
ヤ
ト
ラ
ブ
ル
が
年
々
減

少
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
︒

　

そ
の
一
方
で
︑相
対
的
に
増
え
て
い
る
の
が﹁
あ

在
籍
し
て
い
た
頃
︑﹁
観
光
バ
ス
﹂
と
﹁
高
速
道

路
専
用
バ
ス
﹂
の
耐
摩
耗
性
能
を
よ
く
比
較
し

ま
し
た
︒
記
憶
で
は
︑
観
光
バ
ス
の
推
定
走
行

寿
命
（
距
離
）
が
５
万
㌔
㍍
だ
っ
た
の
に
対
し
︑

高
速
専
用
バ
ス
は
50
万
㌔
㍍
を
超
え
て
い
ま
し

た
︒
観
光
バ
ス
は
︑
目
的
地
付
近
ま
で
は
高
速

道
路
を
走
行
す
る
も
の
の
︑
一
般
道
路
に
入
る

と
山
坂
な
ど
起
伏
の
激
し
い
路
面
を
走
行
す
る

た
め
︑
ゴ
ム
は
摩
耗
し
︑
偏
摩
耗
に
も
大
き
な

差
が
出
ま
し
た
︒

　

つ
ま
り
︑
高
速
道
路
を
利
用
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
︑
タ
イ
ヤ
の
偏
摩
耗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
高
速
道
路
や
圏
央
道
に
隣
接
す
る
ト
ラ
ッ

ク
タ
イ
ヤ
店
の
話
に
よ
れ
ば
︑﹁
高
速
道
路
利
用

率
の
高
い
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
は
ほ
と
ん
ど
偏
摩

耗
し
な
い
﹂
と
の
こ
と
で
す
︒

る
場
所
﹂
で
の
タ
イ
ヤ
バ
ー
ス
ト
で
す
︒
高
速
道

路
の
本
線
か
ら
降
り
︑
料
金
所
ま
で
向
か
う
途

中
の
大
き
な
カ
ー
ブ
で
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
前

輪
タ
イ
ヤ
が
突
然
バ
ー
ス
ト
す
る
事
例
が
頻
発

し
て
い
る
そ
う
で
す
︒

　

荷
物
が
満
載
の
状
態
で
︑
速
度
を
十
分
落
と

さ
ず
に
大
き
な
カ
ー
ブ
を
曲
が
る

と
︑
前
輪
タ
イ
ヤ
に
大
き
な
負
荷

が
か
か
り
ま
す
︒
最
大
負
荷
能

力
の
５
倍
以
上
に
及
ぶ
場
合
も
あ

り
ま
す
か
ら
︑
タ
イ
ヤ
が
古
か
っ

た
り
︑
空
気
圧
不
足
だ
っ
た
り
す

る
と
︑そ
の
負
荷
に
耐
え
ら
れ
ず
︑

タ
イ
ヤ
は
バ
ー
ス
ト
し
ま
す
︒

　

こ
れ
か
ら
冬
場
に
入
り
ま
す
︒

高
速
道
路
で
も
︑一
般
道
路
で
も
︑

タ
イ
ヤ
の
鮮
度
低
下
や
空
気
圧

不
足
に
よ
る
バ
ー
ス
ト
の
危
険
性

も
十
分
に
考
慮
し
て
︑﹁
新
鮮
な

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
﹂
を
装
着

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
︒

 

第
126
回  「
高
速
道
路
と
偏
摩
耗
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①前方には本線に合流しようとしている車が見えます。
一般のドライバーは「スムーズに合流させてくれるだ
ろう」と考え、やや強引にでも合流してくることがあり
ます。また、深夜は視認性が悪化し、前方の状況を正
確に判断することが難しくなります。このようなことか
ら、漫然と運転していると、本線車線に合流してくる車
と衝突する危険があります。合流車の動静に注目し、
スムーズに合流できるようスピードをコントロールし
ましょう。また、合流車がいる時は、あらかじめ車線変
更しておきましょう。

②右側のミラーには、追越車線を走行してくる二輪車が
映っています。トラックに限らず車を運転しているドラ
イバーは二輪車のスピードを過小評価しがちで、それ
が原因となる事故も発生しており、合流してくる車が
いるからと、慌てて車線変更すると衝突する危険があ
ります。この場面では、安易な車線変更は避けましょう。

③深夜は過労・居眠り運転の危険が増します。過労の兆
候として、⑴注意力の低下、⑵疲労感の増大、⑶眠気
があります。こうした兆候が現れた場合、そのまま運転
を続けると居眠り運転に陥り、重大事故を引き起こす
おそれがあります。疲れを感じたり、眠気におそわれ
た時は、速やかに休憩をとることを徹底してください。
また、過労運転にならないよう定期的に休憩をとりま

①本線に合流してくる車と衝突する危険があります
（図１）。

②車線変更した際、追越車線を走行してきた二輪車
と衝突する危険があります（図2）。

③居眠り運転に陥り、中央分離帯に衝突する危険が
あります（図3）。

　あなたは深夜の高速道路を走行しており、
合流地点に差しかかりました。前方には合流
しようとしてくる車が見えます。この場面には
どのような危険がありますか。また、危険を避
けるためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

しょう。さらに、万全の状態でハンドルを握れる
よう、日頃から体調管理をしっかり行っておきま
しょう。

　

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣

は
︑
10
月
26
日
の
記
者
会
見

で
︑
原
油
価
格
の
上
昇
を
受

け
て
の
国
土
交
通
省
の
対
応

に
つ
い
て
言
及
し
た
︒

　

原
油
価
格
の
上
昇
を
受

け
︑
ガ
ソ
リ
ン
価
格
や
軽
油

価
格
等
が
７
年
ぶ
り
と
な
る

高
水
準
と
な
っ
て
い
る
︒
10

月
18
日
に
は
原
油
価
格
高
騰

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
が

開
か
れ
︑
岸
田
文
雄
内
閣
総

理
大
臣
か
ら
関
係
閣
僚
に
対

し
︑
今
後
の
原
油
市
場
の
動

向
︑
国
内
産
業
︑
国
民
生
活

へ
の
影
響
を
注
視
す
る
こ
と

や
︑
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
等
と
連
携
し
︑

主
要
な
産
油
国
に
対
し
て
原

油
増
産
の
働
き
か
け
を
行
う

こ
と
︑
原
油
高
の
影
響
を
受

け
る
関
係
業
界
に
対
し
て
必

要
な
対
応
を
機
動
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
指
示
が

な
さ
れ
た
︒

　

記
者
会
見
で
斉
藤
国
交
大

臣
は
︑
国
交
省
と
し
て
も
原

油
価
格
の
上
昇
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
注
視
す
る
と
と
も

に
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制

度
（
関
連
８
面
）
の
趣
旨
の

周
知
・
理
解
を
幅
広
く
求
め

て
い
く
な
ど
︑
物
流
分
野
へ

の
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
︑
必
要
な
対
応
を
行

っ
て
い
く
と
し
た
︒

 

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
実
施
の
セ
ミ
ナ

ー
を
﹁
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
﹂
第
１
号
に
認
定

11
月
22
日
に
初
回
開
催

　

国
土
交
通
省
は
10
月
21
日
︑

（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
か
ら
認

定
申
請
の
あ
っ
た
﹁
防
災
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
に

つ
い
て
︑
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
制
度
の
浸
透
・
定
着

に
有
効
な
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

認
定
し
た
︒
同
セ
ミ
ナ
ー
は
︑

防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ

ー
の
認
定
第
１
号
と
な
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
令
和
２
年

７
月
に
﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
指
針
﹂
を
公
表
し
︑

運
輸
事
業
者
の
防
災
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
︒

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
認
定
を

受
け
︑
初
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を

11
月
22
日
㈪
に
開
催
︒
同
指

針
の
概
要
に
つ
い
て
解
説
す

る
と
と
も
に
︑
自
社
の
防
災

体
制
チ
ェ
ッ
ク
や
災
害
リ
ス

ク
の
分
析
手
法
を
習
得
す
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取

り
入
れ
る
︒

　

な
お
︑Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
で
は
︑

同
セ
ミ
ナ
ー
を
今
年
度
２
回

開
催
し
︑
４
年
度
は
逐
次
開

催
す
る
予
定
と
し
て
い
る
︒

　

同
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
は
︑

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
の
こ
と
︒

特
例
措
置
を
来
年
３
月

ま
で
延
長
へ

雇
調
金
特
例
措
置
等

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
19

日
︑
12
月
以
降
の
雇
用
調
整

助
成
金
等
の
特
例
措
置
に
関

す
る
方
針
を
発
表
し
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
係
る
雇
用
調
整
助
成

金
・
緊
急
雇
用
安
定
助
成

金
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・

給
付
金
の
特
例
措
置
は
︑
来

年
３
月
ま
で
延
長
す
る
方

針
︒
ま
た
︑
現
在
の
助
成
内

容
は
︑
12
月
末
ま
で
継
続
す

る
予
定
︒

　

な
お
︑
令
和
４
年
１
月
以

降
の
特
例
措
置
の
内
容
に
つ

い
て
は
︑
政
府
﹁
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
２
１
﹂（
６
月
18
日
閣
議
決

定
）
に
沿
っ
て
︑
具
体
的
な

助
成
内
容
を
検
討
し
た
上

で
︑
11
月
中
に
改
め
て
告
知

す
る
と
し
て
い
る
︒

 

前
年
度
に
比
べ
就
職
後
３

年
以
内
の
離
職
率
が
低
下

新
規
学
卒
就
職
者
の
離
職
状
況

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
22

日
︑
令
和
２
年
度
に
お
け
る

新
規
学
卒
就
職
者
の
離
職
状

況
を
公
表
し
た
︒

　

新
規
学
卒
就
職
者
の
就
職

後
３
年
以
内
の
離
職
率
は
︑

高
等
学
校
卒
業
者
36
・
９
％

（
前
年
度
比
２
・
６
ポ
イ
ン

ト
減
）︑
大
学
卒
業
者
31
・

２
％
（
同
１
・
６
ポ
イ
ン
ト

減
）
と
︑
前
年
に
比
べ
低
下

し
た
︒
事
業
所
規
模
別
就
職

後
３
年
以
内
離
職
率
（
表
）

で
も
︑
前
年
度
に
比
べ
て
減

少
傾
向
が
み
ら
れ
た
︒

　

産
業
別
で
は
︑
運
輸
業
︑

郵
便
業
の
平
成
30
年
３
月
に

高
校
を
卒
業
し
た
新
規
就
職

者
の
離
職
率
は
32
・
８
％
︑

大
学
を
卒
業
し
た
新
規
就
職

者
の
離
職
率
は
25
・
０
％
と

な
っ
た
︒

 

﹁
荷
主
等
と
の
取
引
環
境
﹂
が

過
重
労
働
防
止
対
策
の
重
荷
に

過
労
死
等
防
止
対
策
白
書

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
26
日
︑

﹁
令
和
３
年
版　

過
労
死
等

防
止
対
策
白
書
﹂
を
公
表
し

た
︒

　

同
白
書
で
は
︑
２
年
度
に

実
施
し
た
︑
自
動
車
運
転
従

事
者
を
対
象
と
し
た
労
働
災

害
支
給
決
定
（
認
定
）
さ
れ

た
事
案
の
分
析
と
︑
企
業
お

よ
び
労
働
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
て
い
る
︒

　

労
働
者
調
査
結
果
に
よ
る

と
︑
業
務
に
関
連
し
た
ス
ト

レ
ス
や
悩
み
の
有
無
に
つ
い
て

﹁
あ
る
﹂
と
回
答
し
た
ト
ラ

ッ
ク
運
転
者
は
63
・
７
％
と

な
っ
た
︒そ
の
内
容
と
し
て
は
︑

﹁
賃
金
水
準
の
低
さ
﹂（
40

・
２
％
）
が
最
も
多
く
︑
次

い
で
﹁
職
場
の
人
間
関
係
﹂

（
35
・
５
％
）︑﹁
事
故
等
の

恐
れ
﹂（
34
・
１
％
）
で
あ
っ

た
︒

　

過
重
労
働
防
止
に
向
け

て
︑
企
業
や
事
業
所
に
お
い

て
必
要
だ
と
感
じ
る
取
り
組

み
と
し
て
︑
労
働
者
調
査
結

果
で
は
﹁
安
全
面
・
健
康
面

に
配
慮
し
た
ゆ
と
り
の
あ
る

運
行
管
理
﹂（
33
・
８
％
）

が
最
も
多
く
︑
次
い
で
﹁
時

間
外
労
働
時
間
や
年
次
有
給

休
暇
取
得
率
の﹃
見
え
る
化
﹄﹂

（
29
・
６
％
）︑﹁
休
日
の
振

替
ま
た
は
代
休（
代
償
休
日
）

の
付
与
﹂（
28
・
４
％
）
と
な

っ
た
︒　

　

一
方
︑
企
業
調
査
結
果
に

よ
る
と
︑
過
重
労
働
防
止
に

向
け
て
実
施
し
て
い
る
取
り

組
み
と
し
て
は
﹁
安
全
面
・

健
康
面
に
配
慮
し
た
ゆ
と
り

の
あ
る
運
行
管
理
﹂（
53
・

１
％
）
が
最
も
多
く
︑
次
い

で
﹁
休
日
の
振
替
ま
た
は
代

休
の
付
与
﹂（
52
・
４
％
）

と
な
っ
た
︒

　

取
り
組
み
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
困
難
に
感
じ
る
こ

と
で
は
︑﹁
荷
主
・
発
注
者

の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
に

く
い
﹂（
43
・
１
％
）︑﹁
荷
主

・
発
注
者
と
の
取
引
慣
行
の

見
直
し
が
実
質
的
に
難
し
い
﹂

（
29
・
２
％
）
の
割
合
が
︑

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に
比
べ
て

高
か
っ
た
︒

　

厚
労
省
で
は
︑﹁
過
労
死

を
ゼ
ロ
に
し
︑
健
康
で
充
実

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
社
会
﹂の
実
現
に
向
け
︑

引
き
続
き
過
労
死
等
防
止
対

策
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
︒

 

﹁
労
働
安
全
衛
生
調
査
﹂

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

調
査
期
間
は
11
月
20
日
ま
で

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月

１
日
~
20
日
に
実
施
す
る
令

和
３
年
﹁
労
働
安
全
衛
生
調

査
（
実
態
調
査
）﹂
へ
の
協

力
を
事
業
者
に
対
し
て
呼
び

か
け
て
い
る
︒

　

同
調
査
は
︑
事
業
所
が
行

っ
て
い
る
安
全
衛
生
管
理
︑

労
働
災
害
防
止
活
動
お
よ
び

そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
仕
事

や
職
業
生
活
に
お
け
る
不
安

や
ス
ト
レ
ス
等
に
つ
い
て
把

握
し
︑
今
後
の
労
働
安
全
衛

生
行
政
を
推
進
す
る
た
め
の

基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
︒

　

調
査
対
象
は
次
の
通
り
︒

①
事
業
所
調
査
=
常
用
労
働

者
10
人
以
上
を
雇
用
す
る
民

営
事
業
所
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
約
１
万
４
０
０
０
事

業
所
︒

②
個
人
調
査
=
事
業
所
調
査

対
象
事
業
所
で
雇
用
さ
れ
て

い
る
常
用
労
働
者
お
よ
び
受

け
入
れ
た
派
遣
労
働
者
約
１

万
８
０
０
０
人
︒

　

調
査
対
象
事
業
所
に
は
︑

11
月
初
旬
に
厚
労
省
か
ら
事

業
所
調
査
・
個
人
調
査
の
調

査
票
が
郵
送
さ
れ
る
︒

　

な
お
︑
同
調
査
結
果
に
つ

い
て
は
︑
４
年
９
月
ま
で
に

概
況
を
公
表
し
た
後
︑
詳
細

に
つ
い
て
は
５
年
３
月
ま
で
に

調
査
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
︒

 

無
料
の
電
話
相
談
﹁
過
重

労
働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
﹂

を
実
施

11
月
６
日
㈯
に

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月

６
日
㈯
に
全
国
８
労
働
局
で

無
料
の
電
話
相
談
﹁
過
重
労

働
解
消
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
﹂
を

実
施
す
る
︒

　

こ
れ
は
︑
長
時
間
労
働
や

賃
金
不
払
残
業
の
解
消
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
﹁
過

重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
︒

労
働
基
準
関
係
法
令
の
考
え

方
の
説
明
や
︑
労
基
関
係
法

令
違
反
が
疑
わ
れ
る
事
業
場

に
関
す
る
情
報
の
受
理
︑
関

係
機
関
の
紹
介
な
ど
︑
相
談

内
容
に
合
わ
せ
た
対
応
を
行

う
︒

　

受
付
日
時
は
︑
11
月
６
日

㈯
９
時
~
17
時
︒
相
談
受
付

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
︑
０
１
２

０
・
７
９
４
・
７
１
３
（
携

帯
電
話
か
ら
も
無
料
で
利
用

可
能
）︒

　

な
お
︑
厚
労
省
で
は
︑
10

月
31
日
㈰
~
11
月
６
日
㈯
を

﹁
過
重
労
働
相
談
受
付
集
中

週
間
﹂
と
し
︑
労
働
相
談
と

労
基
関
係
法
令
違
反
が
疑
わ

れ
る
事
業
場
の
情
報
を
積
極

的
に
受
け
付
け
て
い
る
︒
相

談
は
︑
最
寄
り
の
都
道
府
県

労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
（
平
日
８
時
30
分
~
17

時
15
分
）︒

表 新規学卒就職者の事業所規模別就職後３年以内離職率
事業所規模 高校 大学

5 人未満 61.9%（ー1.1 ポイント） 56.3%（＋ 0.2 ポイント）
5 ～ 29 人 52.8%（ー 2.8 ポイント） 49.4%（ー1.7 ポイント）
30 ～ 99 人 44.1%（ー 2.4 ポイント） 39.1%（ー1.0 ポイント）

100 ～ 499 人 35.9%（ー 2.2 ポイント） 31.8%（ー1.2 ポイント）
500 ～ 999 人 30.0%（ー 2.5 ポイント） 28.9%（ー1.0 ポイント）
1000 人以上 25.6%（ー1.8 ポイント） 24.7%（ー1.8 ポイント）

注：（　）内は前年差増減

「
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
度
の　

　
周
知
促
進
」
な
ど
対
応
を
推
進

原
油
高
を
受
け
て
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各賞受賞者
内閣総理大臣賞 島村　相美 4 トン部門

警察庁長官賞

島村　相美 4 トン部門
真佐喜龍星 11 トン部門
清田　恭平 トレーラ部門
石原麻衣子 女性部門

全日本トラック協会長賞 各部門第 1 位〜 5 位
同点の場合の順位の決定方法
 （ア）過去 5 年間の免許歴を有し、かつ過去 5 年間無事故、無違反の者
 （イ）運転技能の得点の高い者
 （ウ）全てが同点の場合には、高年齢者（同年齢者の場合は誕生日が先の者）

国土交通大臣賞（事業所表彰）
4トン部門 ㈱日立物流西日本四国 AE 営業所
11トン部門 南九州センコー㈱八代営業所

トレーラ部門 ㈱日立物流首都圏輸送営業所
女性部門 岡山スイキュウ㈱倉富物流センター

全日本トラック協会長特別賞※
武田　栄二 中京陸運㈱弥富営業所

※ 50 歳以上の出場者のうち最高得点者

国土交通大臣賞（中小企業最高得点者）
一岩　雅人 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター

各部門入賞者一覧

写真で大会ダイジェスト!!写真で大会ダイジェスト!!

10月23日（1日目）10月23日（1日目）

隘隘
あい

路の通過路の通過
　点検を終了すると、模擬市街路を走る簡易コー
ス走行（競技時間2分）を経て、車両の幅ギリギリ
の「隘

あい

路」を通過する「課題走行」に。

10月24日（2日目）10月24日（2日目）
後退スラローム後退スラローム
車 庫 入 れ車 庫 入 れ

　2日目の実科競技は、模擬市街路、高速周回路
など「コース走行」（7分）を経て、「後退スラロー
ム」「S字後退」「車庫入れ」の連続を競う課題走
行へ。

10月23日（1日目）10月23日（1日目）

スラロームスラローム
　前進の「スラローム走行」は隘

あい

路の通過から連
続で行う。パイロンに触れぬよう正確な車両感覚
やハンドル操作などの運転技術を競う。競技時間
1分30秒。

コロナ対策コロナ対策

部門 順位 氏名 都道府県 所属事業所 総合
得点

４
ト
ン

1 島村　相美 香川県 ㈱日立物流西日本四国AE営業所 987
2 大西　　敦 宮城県 仙台日通運輸㈱本社営業所 972
3 脇田　直幸 愛知県 日本通運㈱名古屋フォワーディング支店国内航空貨物部営業第二課 964
4 田中　伸也 広島県 ㈱日立物流西日本広島機工営業所 963
5 梅本　裕樹 埼玉県 日本通運㈱北関東警送支店北関東警送事業所埼玉センター 962

11
ト
ン

1 真佐喜龍星 熊本県 南九州センコー㈱八代営業所 985
2 小栗　正寛 大阪府 日本通運㈱大阪北支店茨木事業所ロジスティクス課 981
3 大坪　裕明 静岡県 日本通運㈱静岡支店焼津事業所大井川営業課 979
4 一岩　雅人 岡山県 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター 977
5 小松　利光 宮城県 ㈱日立物流東日本東北営業部東北輸送･機工営業所 975

ト
レ
ー
ラ

1 清田　恭平 千葉県 ㈱日立物流首都圏輸送営業所 986
2 青山　　道 神奈川県 常盤海運㈱本牧営業所 978
3 末吉　泰祐 宮崎県 南九州センコー㈱えびの営業所 962
4 真野　輝義 愛媛県 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部輸送課 956
5 谷口　主税 兵庫県 センコー㈱阪神主管支店西神戸車輌センター 941

女
性
（
ト
ラ
ガ
ー
ル
）

1 石原麻衣子 岡山県 岡山スイキュウ㈱倉富物流センター 949
2 宮田　愛音 東京都 日本通運㈱関東甲信越ブロックロジスティクスビジネスユニット移転引越第一営業部 936
3 宮城　若子 沖縄県 ㈱沖食商事本社営業所 934
4 神谷　江美 愛知県 鳴海急送㈱愛知営業所 897
5 金子　雅美 埼玉県 SBSフレックネット㈱和光営業所 868

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対
策として、完全無観客で開催されたが、選手、ス
タッフなど関係者全員の安全のために、万全の対
策がとられた。受付などで体温測定や手指の消
毒、密を避けるソーシャルディスタンスの確保など
の対応がなされた。なお、例年は1か所で実施して
いた学科競技も2会場に分けて実施された。

10月23日（1日目）10月23日（1日目）

日常点検日常点検
　1日目のスタートは、実科競技の「日常点検」か
ら。競技時間2分以内で、日常点検基準に基づい
て、タイヤ空気圧やボルト・ナットの緩みがないか
などを点検する。

女性

トレーラ 4トン

11トン

第53回「全国トラックドライバー・コンテスト」特集①

　

２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
第
53
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂。
１
日
目
は
、
日
常

点
検
と
運
転
技
能
（
隘あ

い
路
の
通
過
、前
進
ス
ラ
ロ
ー
ム
等
）
と
学
科
競
技
が
、２
日
目
は
、運
転
技
能
（
コ

ー
ス
走
行
と
後
退
ス
ラ
ロ
ー
ム
お
よ
び
Ｓ
字
後
退
、車
庫
入
れ
）が
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
鑑
み
、

史
上
初
の
﹁
完
全
無
観
客
﹂
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
紙
面
で
そ
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
。

女性

女性

女性

トレーラ

トレーラ

トレーラ

4トン

4トン

4トン

11トン

11トン

11トン

学科競技 選手受付 体温測定
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﹁
こ
こ
は
失
敗
し
て
し
ま
っ

た
な
﹂
と
思
う
よ
う
な
︑
心

残
り
に
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
今
年

に
賭
け
て
い
た
の
で
︑
持
ち

う
る
力
を
全
て
出
し
き
り
︑

﹁
や
り
き
っ
た
﹂
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
︒
幸
い
に
も
︑

こ
の
よ
う
な
最
高
の
栄
誉
を

い
た
だ
き
︑
と
て
も
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
し
て
︑
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
に
︑
心
か
ら
あ
り

が
と
う
と
い
う
感
謝
の
気
持

ち
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
︒
特
に
感

謝
し
た
い
相
手
は
︑
同
じ
営

業
所
の
先
輩
で
︑第
51
回
﹁
全

国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー･

コ
ン
テ
ス
ト
﹂
の
４
㌧
部
門

で
２
位
に
入
賞
し
た
原
田
慎

太
郎
さ
ん
で
す
︒
原
田
先
輩

か
ら﹁
出
場
し
て
み
な
い
か
﹂

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
︑

自
分
も
大
会
に
興
味
が
あ

り
︑
い
い
経
験
に
な
る
と
思

っ
た
の
で
︑
今
回
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
︒
県
大
会
に
も

全
国
大
会
に
も
︑
今
回
が
初

め
て
の
出
場
で
す
︒
原
田
先

輩
の
お
か
げ
で
今
回
の
受
賞

が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒

︱
︱
特
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
だ
試
験
対
策
は
何
で
す
か
。

　

実
科
試
験
の
う
ち
︑
車
庫

入
れ
は
特
に
念
入
り
に
練
習

し
ま
し
た
︒
車
両
後
方
の
指

定
停
止
位
置
は
︑
ミ
ラ
ー
で

見
る
と
停
止
板
に
接
触
し
て

︱
︱
普
段
の
業
務
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
は
４
㌧
車
で
︑
四
国

島
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
生
鮮
食
品
や
衣
料
を
配
送

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
︒

　

一
度
は
大
型
車
に
も
乗
務

し
て
み
た
の
で
す
が
︑﹁
や
っ

ぱ
り
４
㌧
車
が
自
分
の
身
体

に
合
っ
て
い
る
﹂
と
思
い
︑
ず

っ
と
４
㌧
車
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
︒
小
回
り
が
利
き
︑

大
型
車
で
は
行
く
こ
と
の
で

き
な
い
場
所
や
通
れ
な
い
道

も
︑
４
㌧
車
な
ら
走
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
︒
４
㌧
車

で
の
乗
務
に
誇
り
と
こ
だ
わ

り
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
き

た
こ
と
が
︑
今
回
結
実
し
た

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

︱
︱
受
賞
の
感
想
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　

一
言
で
言
う
な
ら
︑﹁
安
心

し
た
﹂
と
い
う
感
じ
で
す
︒

自
分
と
し
て
は
︑
競
技
中
に

い
る
よ
う
な
見
え
方
を
す
る

の
で
︑
そ
れ
を
い
か
に
タ
イ

ム
内
に
し
っ
か
り
決
め
る
か

と
い
う
こ
と
を
最
も
意
識
し

ま
し
た
︒
大
会
本
番
で
は
︑

後
方
停
止
板
の
感
覚
が
最
後

ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
︑

無
事
に
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
︑

と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で

す
︒

︱
︱
日
々
の
運
転
・
仕
事
の

中
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

基
本
的
な
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
︑
危
険
が
多
く
潜
む

交
差
点
や
狭
い
道
路
な
ど
で

は
速
度
を
落
と
し
た
り
︑
周

囲
を
広
い
視
野
で
見
た
り
︑

自
転
車
・
歩
行
者
他
の
交
通

状
況
を
確
実
に
判
断
し
︑
他

者
へ
の
思
い
や
り
を
も
っ
て
運

転
し
て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク

は
車
体
が
大
き
く
︑
ト
ラ
ッ

ク
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
道

を
譲
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
る
の
で
︑
常
日
頃
か
ら
の

感
謝
と
︑
安
全
第
一
の
気
持

ち
で
の
運
行
を
心
が
け
て
い

ま
す
︒

　

ま
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
は
︑
公
道
を
使
っ
て
仕

事
を
し
て
い
る
の
で
︑﹁
他
の

人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
こ
と
﹂

も
重
要
で
す
︒
こ
の
﹁
全
国

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ

ン
テ
ス
ト
﹂
の
大
会
趣
旨
で

も
あ
る﹁
交
通
事
故
０（
ゼ
ロ
）

を
目
指
し
て
﹂
は
︑
自
分
が

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
っ

て
か
ら
︑
一
番
の
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
る
こ
と
で
す
︒

交
通
事
故
や
商
品
事
故
を
な

く
し
︑
無
事
故
・
無
違
反
を

継
続
で
き
る
よ
う
な
行
動
を

常
日
頃
か
ら
意
識
し
て
い
ま

す
︒

︱
︱
大
会
へ
の
挑
戦
を
考
え

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

か
つ
て
私
も
﹁
ド
ラ
コ
ン

に
興
味
は
あ
る
け
ど
︑
一
歩

踏
み
出
せ
な
い
﹂
と
思
っ
て

い
ま
し
た
︒
し
か
し
先
輩
の

話
を
聞
き
︑
勇
気
を
も
っ
て

一
歩
踏
み
出
し
て
出
場
し
た

こ
と
で
︑
今
回
の
受
賞
へ
と

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

ド
ラ
コ
ン
出
場
は
︑
非
常
に

貴
重
な
経
験
で
す
︒
学
科
試

験
の
問
題
を
解
い
て
み
た
り
︑

実
科
試
験
の
内
容
を
確
認
し

た
り
す
る
中
で
﹁
肌
に
合
う
﹂

と
思
っ
た
ら
︑
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
︒

　

普
段
は
︑
大
型
車
に
乗

務
し
︑
九
州
圏
内
で
の
飲

料
輸
送
を
担
当
し
て
い
ま

す
︒

　

県
大
会
・
全
国
大
会
と

も
に
初
め
て
の
出
場
で
し

た
︒出
場
に
あ
た
っ
て
は
︑

一
般
走
行
を
特
に
重
点
的

に
練
習
し
ま
し
た
︒﹁
あ

る
程
度
で
き
た
か
な
？
﹂

と
は
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
︑
１
位
で
名
前
を
呼
ば

れ
た
の
は
本
当
に
予
想
外

で
し
た
︒

　

ま
さ
か
自
分
が
こ
の
よ

う
な
賞
を
い
た
だ
け
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
︑
純
粋
に
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
︒
支
え
て
く

れ
た
方
々
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
︒

　

中
で
も
妻
は
︑
自
分
が
勉

強
に
集
中
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
く
れ
ま
し
た
︒

妻
は
現
在
妊
娠
中
で
︑
今
回

の
大
会
出
場
に
つ
い
て
も
迷
っ

た
の
で
す
が
︑
快
く
﹁
行
っ

て
き
て
い
い
よ
！
﹂
と
私
を

送
り
出
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

こ
の
結
果
で
︑
妻
に
恩
返
し

が
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
︒

　

今
後
大
会
に
挑
戦
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
方
に
は
︑﹁
僕

が
で
き
た
か
ら
︑
君
も
で
き

る
よ
﹂
と
伝
え
た
い
で
す
︒

　

４
㌧
車
や
大
型
車
で
︑

当
社
の
倉
庫
に
保
管
し
て

あ
る
冷
凍
食
品
を
︑
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
舗

や
物
流
セ
ン
タ
ー
に
配
送

し
て
い
ま
す
︒

　

前
回
（
第
49
回
）
出
場

時
は
︑４
㌧
車
で
出
場
し
︑

６
位
と
い
う
結
果
で
し
た
︒

最
後
の
挑
戦
と
な
る
今
回

は
︑
県
大
会
は
11
㌧
車
︑

全
国
大
会
は
４
㌧
で
臨
み

ま
し
た
︒

　

試
験
対
策
は
︑
同
僚
の

ド
ラ
コ
ン
マ
ニ
ア
が
作
っ

た
社
内
の
模
擬
コ
ー
ス
で
︑

バ
ッ
ク
ス
ラ
ロ
ー
ム
か
ら
の

車
庫
入
れ
を
中
心
に
日
々

練
習
を
重
ね
︑
本
番
で
は

そ
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
︒
シ
フ

ト
を
空
け
た
り
︑
練
習
に
付

き
合
っ
て
く
れ
た
り
し
た
会

社
の
皆
に
は
︑
帰
っ
て
直
接

﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
伝
え
た

い
で
す
︒

　

運
転
す
る
際
に
最
も
気
を

付
け
て
い
る
の
は
︑﹁
自
分
が

事
故
を
誘
発
し
な
い
よ
う
な

運
転
﹂
で
す
︒
今
後
は
︑
さ

ら
に
無
事
故
・
無
違
反
を
心

が
け
︑
荷
主
の
方
に
安
心
し

て
荷
物
を
任
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒

　

大
型
車
へ
の
乗
務
を
メ

イ
ン
に
︑
時
折
ト
レ
ー
ラ

に
も
乗
務
し
︑
エ
ア
コ
ン

等
家
電
製
品
を
運
ぶ
地
場

輸
送
を
主
に
担
当
し
て
い

ま
す
︒

　

今
回
あ
え
て
ト
レ
ー
ラ

部
門
に
出
場
し
た
の
は
︑

今
ま
で
当
社
か
ら
同
部
門

へ
の
出
場
が
な
く
︑﹁
自
分

が
出
場
し
て
必
ず
結
果
を

出
し
た
い
﹂
と
思
っ
た
か

ら
で
す
︒

　

大
会
中
は
ず
っ
と
緊
張

し
て
お
り
︑
気
づ
い
た
ら

大
会
が
終
わ
っ
て
い
ま
し

た
︒
表
彰
式
で
は
︑
ま
さ

か
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ

る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
の
で
︑
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
け

た
こ
と
に
驚
き
と
感
謝
を
覚

え
て
い
ま
す
︒

　

大
会
の
試
験
対
策
は
︑
こ

れ
か
ら
の
運
転
に
も
役
立
つ

と
思
い
︑
熱
心
に
取
り
組
み

ま
し
た
︒
安
全
運
転
の
た
め

に
最
も
重
要
な
の
は
︑
基
礎

だ
と
考
え
ま
す
︒
事
故
を
な

く
す
た
め
に
は
︑﹁
基
礎
の

徹
底
﹂
が
一
番
大
事
だ
と
い

う
︑
今
回
の
大
会
挑
戦
で
学

ん
だ
こ
と
を
持
ち
帰
り
︑
会

社
・
営
業
所
の
皆
に
指
導
し

て
い
き
た
い
で
す
︒

　

中
小
企
業
所
属
の
総
合
得
点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ
る

﹁
国
土
交
通
大
臣
賞
﹂
は
︑
11
㌧
部
門
・
岡
山
県
代
表
の

一
岩
雅
人
さ
ん
（
岡
山
ス
イ
キ
ュ
ウ
㈱
瀬
戸
内
物
流
セ
ン
タ

ー
）
が
︑
シ
ニ
ア
選
手
（
50
歳
以
上
）
の
う
ち
︑
全
部
門

を
通
じ
て
総
合
得
点
第
１
位
の
選
手
に
贈
ら
れ
る
﹁
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
特
別
賞
﹂
は
︑
11
㌧
部
門
・
愛
知
県

代
表
の
武
田
栄
二
さ
ん
（
中
京
陸
運
㈱
弥
富
営
業
所
）
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
︒

内閣総理大臣賞内閣総理大臣賞
各部門優勝者各部門優勝者

受賞記念インタビュー受賞記念インタビュー

挑戦を応援してくれた妻
優勝という結果で恩返し

会社初のトレーラ部門出場
初挑戦でつかんだ栄光

事業所一丸となっての試験対策
最後の挑戦で最高の成果

島
し ま む ら

村　相
あ い み

美 さん
㈱日立物流西日本 四国AE営業所

（香川県代表）

４トン部門４トン部門
優勝優勝

　

第
53
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
﹂
で
は
、
４
㌧
部
門
・
香
川
県
代
表
の
島
村

相
美
さ
ん
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
島
村
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
各
部

門
優
勝
者
へ
の
﹁
受
賞
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹂
を

お
届
け
す
る
（
１
面
に
関
連
）。

国
交
大
臣
賞
・
全
ト
協
会
長
特
別
賞

1111トントン部門優勝部門優勝

トレーラ部門優勝トレーラ部門優勝

女女
（トラガール）（トラガール）

性性部門優勝部門優勝

全日本トラック協会長特別賞
武田 栄二（たけだ・えいじ）さん

国土交通大臣賞
一岩 雅人（いちいわ・まさと）さん

清
せ い た

田　恭
きょうへい

平さん　㈱日立物流 首都圏輸送営業所　（千葉県代表）

真
ま さ き

佐喜  龍
りゅうせい

星さん　南九州センコー㈱ 八代営業所　（熊本県代表）

石
いしはら

原  麻
ま い こ

衣子さん　岡山スイキュウ㈱ 倉富物流センター　（岡山県代表）

４
㌧
車
へ
の

４
㌧
車
へ
の「「
誇
り
誇
り
」」とと「「
こ
だ
わ
り

こ
だ
わ
り
」」貫
き
貫
き

初
挑
戦
・
初
出
場 

で
見
事
全
国
制
覇

見
事
全
国
制
覇

第53回「全国トラックドライバー・コンテスト」特集②
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㈱
山
カ
柏
葉
運
輸
商
会

（
柏

欣
哉
代
表
取
締
役
社

長
）
は
︑
北
海
道
函
館
市
に

本
社
を
構
え
る
︑
大
正
14
年

創
業
の
老
舗
企
業
で
あ
る
︒

　

函
館
市
内
の
大
手
製
粉
メ

ー
カ
ー
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ

る
小
麦
粉
製
品
の
バ
ラ
輸
送

や
︑
近
接
す
る
地
域
に
あ
る

顧
客
の
牧
場
へ
︑
苫
小
牧
港

か
ら
配
合
飼
料
等
を
配
送
す

る
業
務
が
柱
で
あ
る
︒
保
有

車
両
32
台
の
う
ち
25
台
が
大

型
ト
ラ
ッ
ク
で
︑
さ
ら
に
そ

の
う
ち
20
台
が
粉
粒
体
運
搬

（
バ
ル
ク
）
車
と
い
う
車
両

構
成
︒
ま
た
︑
こ
の
ほ
か
の

中
・
小
型
車
両
も
近
隣
で
小

麦
粉
の
袋
物
配
送
や
肥
料
︑

家
畜
飼
料
の
輸
送
な
ど
を
行

い
︑
地
元
の
農
畜
産
業
・
食

品
産
業
へ
貢
献
す
る
業
務
に

従
事
す
る
︒

　

函
館
市
は
毎
年
11
月
半
ば

か
ら
12
月
上
旬
に
根
雪
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
く
︑
北
海
道

内
で
も
積
雪
時
期
は
比
較
的

遅
い
ほ
う
に
分
類
さ
れ
る
︒

ま
た
︑
函
館
市
内
は
街
路
に

積
雪
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
と

け
る
場
合
が
多
く
︑
場
所
に

よ
っ
て
は
圧
雪
路
に
な
ら
な

い
と
こ
ろ
も
多
い
と
い
う
︒

　
﹁
市
内
で
は
降
雪
が
な
く

て
も
10
月
後
半
に
は
峠
部
に

降
雪
が
あ
る
ほ
か
︑
橋
梁
や

ト
ン
ネ
ル
出
口
で
路
面
が
凍

る
場
合
も
あ
る
の
で
︑
10
月

後
半
か
ら
11
月
の
上
旬
ま
で

に
︑
駆
動
輪
だ
け
で
も
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
交
換
し

て
い
ま
す
︒
そ
し
て
︑
天
候

や
道
路
の
状
況
に
あ
わ
せ
て

必
要
最
小
限
の
タ
イ
ヤ
交
換

を
行
い
ま
す
︒
早
め
に
雪
が

降
っ
て
も
そ
の
日
の
う
ち
に

と
け
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る

の
で
︑
全
輪
を
交
換
し
て
し

ま
う
と
︑
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
が
通
常
以
上
に
摩
耗
す

る
か
ら
で
す
︒
タ
イ
ヤ
を
長

持
ち
さ
せ
︑
か
つ
積
雪
路
の

本
番
で
本
来
の
制
動
力
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
︑
適
切

な
交
換
時
期
を
見
極
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
︒
近
年
︑
函

館
の
雪
の
状
況
は
本
州
の
雪

に
近
く
︑
雪
質
が
重
く
な
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
︑

11
月
に
入
る
と
目
視
で
判
別

が
難
し
い
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ

ー
ン
も
多
く
︑
状
況
に
応
じ

た
︑
最
も
効
果
的
で
必
要
最

小
限
の
タ
イ
ヤ
交
換
を
実
施

し
て
い
ま
す
﹂（
柏

欣
哉

社
長
）

　

同
社
で
は
細
か
く
明
確
化

こ
そ
し
て
い
な
い
が
︑
必
要

最
小
限
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
の
装
着
と
な
る
よ
う
に
︑

社
内
で
基
本
的
な
流
れ
が
で

き
あ
が
っ
て
い
る
︒
例
え
ば
︑

ワ
ン
デ
フ
車
は
10
月
ご
ろ
か

ら
予
防
的
に
駆
動
輪
に
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
︑

そ
の
後
︑
本
格
的
に
雪
が
降

る
時
期
直
前
に
︑
駆
動
輪
に

さ
ら
に
新
し
い
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
︑
こ
れ

ま
で
駆
動
輪
に
装
着
さ
れ
て

い
た
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を

後
ろ
の
軸
へ
と
交
換
す
る
︒

そ
し
て
︑
最
終
的
に
は
︑
全

輪
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

を
装
着
し
て
本
格
的
な
シ
ー

ズ
ン
に
備
え
る
︒

　

な
お
︑
こ
の
方
法
を
実
践

す
る
た
め
に
は
︑
運
行
ご
と

に
道
路
・
タ
イ
ヤ
状
況
を
判

断
し
︑
最
適
な
タ
イ
ヤ
交
換

を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
︒

　
﹁
弊
社
で
は
︑
当
然
整
備

管
理
者
も
配
置
し
て
い
ま
す

が
︑
タ
イ
ヤ
交
換
を
行
う
の

は
基
本
的
に
ド
ラ
イ
バ
ー
自

身
で
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
も
個
人

の
専
用
車
と
な
っ
て
い
る
関

係
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
整
備
の
ほ

と
ん
ど
に
ド
ラ
イ
バ
ー
が
関

与
し
ま
す
︒
例
え
ば
︑
冬
用

タ
イ
ヤ
交
換
だ
け
で
な
く
︑

夏
の
時
期
で
も
夏
用
タ
イ
ヤ

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
状
態
に

応
じ
て
行
い
ま
す
︒
道
路
形

状
や
車
両
の
特
性
で
︑
右
左

の
タ
イ
ヤ
の
減
り
方
が
違
う

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
︒
フ
ロ
ン
ト
タ
イ
ヤ

で
も
︑
右
左
の
入
れ
替
え
は

当
然
の
こ
と
︑
ホ
イ
ー
ル
か

ら
タ
イ
ヤ
を
外
し
て
裏
表
を

　

さ
ら
に
同
社
で
の
特
筆
す

べ
き
取
り
組
み
が
︑﹁
再
生
タ

イ
ヤ
の
有
効
活
用
﹂で
あ
る
︒

同
社
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

ヤ
は
︑
フ
ロ
ン
ト
タ
イ
ヤ
を

除
き
︑
全
て
再
生
タ
イ
ヤ
を

使
用
し
て
い
る
︒同
社
で
は
︑

新
品
で
購
入
し
た
夏
用
タ
イ

ヤ
を
フ
ロ
ン
ト
タ
イ
ヤ
で
使

用
し
た
後
は
︑
再
生
工
場
へ

自
社
で
持
ち
込
み
︑
再
生
︒

フ
ロ
ン
ト
で
使
用
さ
れ
た
夏

用
タ
イ
ヤ
を
ベ
ー
ス
に
︑
再

生
タ
イ
ヤ
の
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ

イ
ヤ
と
し
て
︑
全
て
の
後
輪

で
使
用
す
る
︒
冬
用
タ
イ
ヤ

と
し
て
後
輪
で
使
用
さ
れ
た

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
︑

通
常
︑
春
を
越
え
て
秋
口
ま

　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の

交
換
が
終
わ
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
︑
冬
季
対
策
が
終
了
す

る
わ
け
で
は
な
い
︒
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
だ
け
で
は
乗

り
切
れ
な
い
の
が
雪
国
の
雪

道
で
あ
る
︒
同
社
の
ト
ラ
ッ

ク
に
は
︑﹁
ブ
ロ
ッ
ク
﹂
と
﹁
ワ

イ
ヤ
ー
﹂
の
２
種
類
の
タ
イ

ヤ
チ
ェ
ー
ン
が
携
行
さ
れ
て

い
る
︒﹁
ブ
ロ
ッ
ク
﹂
は
シ
ビ

ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
圧
雪
路

を
中
心
に
︑﹁
ワ
イ
ヤ
ー
﹂

は
普
通
の
圧
雪
路
を
中
心
に

使
用
さ
れ
る
が
︑
こ
の
使
い

分
け
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
判

断
に
任
せ
て
い
る
︒

　

同
社
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
採
用
さ
れ
て
初
め
て
の
冬

を
迎
え
る
時
期
に
︑
柏

社

長
︑
整
備
管
理
者
︑
先
輩
ド

ラ
イ
バ
ー
な
ど
か
ら
︑
直
接

装
着
方
法
の
指
導
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
う
し

一
度
教
え
る
と
︑
も
う
ほ
と

ん
ど
体
得
し
て
し
ま
い
ま
す
︒

ま
た
︑
な
か
な
か
装
着
の
機

会
が
な
い
地
域
と
違
い
︑
我

々
は
一
シ
ー
ズ
ン
に
何
度
も

脱
着
を
繰
り
返
し
ま
す
の

で
︑
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
知
識
と
経
験
が
そ
の

判
断
基
準
と
な
る
弊
社
で
す

が
︑
や
は
り
先
輩
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
と
て
も
貴
重
で
︑

例
え
ば
﹃
２
デ
フ
車
だ
と
チ

ェ
ー
ン
を
か
け
る
機
会
が
少

な
い
が
︑
２
デ
フ
車
で
も
低

床
で
は
チ
ェ
ー
ン
が
必
要
﹄︑

　

同
社
で
は
﹁
冬
は
早
め
に

出
発
﹂︑﹁
車
間
距
離
を
十
分

に
と
る
﹂︑﹁
割
り
込
み
を
さ

れ
て
も
腹
を
立
て
ず
︑
む
し

ろ
一
歩
引
く
く
ら
い
の
気
持

ち
で
﹂
な
ど
︑
走
行
中
の
方

針
を
繰
り
返
し
全
ド
ラ
イ
バ

ー
に
呼
び
か
け
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
柏

社
長
は
﹁
自

然
が
相
手
で
あ
り
︑
ど
う
あ

が
い
て
も
無
理
な
時
は
無
理
︒

﹃
雪
は
下
か
ら
降
る
﹄
と
い

わ
れ
る
ほ
ど
︑
前
も
見
え
な

く
な
る
瞬
間
も
あ
る
︒
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
て
安
全
運
転

す
る
し
か
な
い
﹂
と
︑
同
社

で
繰
り
返
し
訴
え
て
い
る
︒

　

さ
ら
に
︑
昨
シ
ー
ズ
ン
か

ら
﹁
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
イ
ン

ジ
ケ
ー
タ
ー
﹂
を
左
後
輪
に

装
着
し
て
い
る
︒
頻
繁
に
タ

イ
ヤ
交
換
を
実
施
す
る
同
社

だ
が
︑
こ
れ
ま
で
タ
イ
ヤ
脱

落
事
故
は
一
度
も
な
い
︒
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
に
よ
る
点
検

整
備
は
︑
目
視
で
の
確
認
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
︑

﹁
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
は
︑
点

検
の
簡
素
化
が
可
能
﹂（
柏

社
長
）
と
手
ご
た
え
を
感

じ
て
い
る
︒

　

一
方
︑
国
土
交
通
省
は
こ

の
10
月
か
ら
︑
道
路
管
理
者

と
連
携
し
て
先
頭
と
な
っ
た

立
ち
往
生
車
両
に
対
し
写
真

を
撮
影
し
︑
監
査
︑
処
分
の

対
象
に
す
る
こ
と
に
し
た
︒

柏

社
長
は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
側

か
ら
み
る
と
︑
雪
道
対
策
を

怠
っ
た
一
般
乗
用
車
が
原
因

と
な
っ
て
滞
留
し
︑
そ
の
滞

留
に
巻
き
込
ま
れ
て
大
型
ト

ラ
ッ
ク
が
先
頭
の
よ
う
に
見

え
る
事
例
も
多
い
﹂
と
案
じ

て
い
る
︒
こ
の
た
め
同
社
で

は
︑
映
像
記
録
型
の
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
全
車
両
に

装
着
し
︑
事
故
対
策
だ
け
で

な
く
そ
の
対
策
に
も
使
っ
て

い
る
︒
実
際
に
︑こ
れ
ま
で
︑

入
れ
替
え
る
こ
と
ま
で
徹
底

し
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
全
員

が
自
分
で
徹
底
し
て
い
ま
す

が
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
は
皆

が
そ
れ
ぞ
れ
の
車
両
の
タ
イ

ヤ
交
換
を
手
伝
い
合
い
ま

す
︒
自
分
の
車
両
の
タ
イ
ヤ

交
換
だ
け
で
な
く
︑
他
者
の

で
使
用
さ
れ
る
︒
そ
の
際
︑

使
用
限
界
ま
で
使
い
続
け
︑

そ
の
タ
イ
ヤ
を
再
度
再
生
工

場
へ
輸
送
し
︑
も
う
一
度
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
と
再
生

す
る
︒
こ
の
再
生
さ
れ
た
タ

イ
ヤ
は
︑
ま
た
次
の
シ
ー
ズ

ン
の
冬
用
タ
イ
ヤ
と
し
て
使

用
さ
れ
る
と
い
う
流
れ
で
あ

る
︒
再
生
に
つ
い
て
は
︑
サ

イ
ド
ウ
ォ
ー
ル
な
ど
の
耐
用

年
数
も
あ
る
た
め
︑
２
回
ま

で
︒
２
シ
ー
ズ
ン
を
過
ぎ
た

再
生
タ
イ
ヤ
は
︑
そ
こ
で
廃

棄
処
分
と
な
る
仕
組
み
だ
︒

　
﹁
自
社
で
使
用
し
た
フ
ロ
ン

ト
タ
イ
ヤ
を
再
生
工
場
に
持

ち
込
み
再
生
し
︑
新
品
の
ス

た
日
常
の
ド
ラ
イ
バ
ー
同
士

の
交
流
に
重
き
を
置
い
て
い

る
︒
さ
ら
に
︑
同
社
で
は
︑

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
修
理
す

る
の
も
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身

で
あ
る
︒
そ
の
た
め
︑
タ
イ

ヤ
交
換
・
整
備
・
修
理
な
ど

に
関
す
る
設
備
は
︑
タ
イ
ヤ

整
備
事
業
者
並
み
に
備
え
て

い
る
︒

　
﹁
さ
す
が
に
︑
雪
国
か
つ
車

社
会
の
北
海
道
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
︑
自
分
の
乗
用
車
な
ど

で
の
経
験
も
あ
り
︑
我
々
管

理
者
や
先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー
が

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
し
て

後
輪
に
使
う
こ
と
に
つ
い
て

は
︑﹃
自
社
で
使
用
し
た
﹄

と
い
う
信
頼
感
が
あ
る
た
め
︑

２
回
ま
で
安
心
し
て
使
え
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
︒
ま
た
︑
タ
イ
ヤ
の
摩
耗

程
度
に
よ
っ
て
は
︑
９
月
ご

ろ
か
ら
10
月
以
降
の
ス
タ
ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
時

期
ま
で
に
︑
つ
な
ぎ
で
ミ
ッ

ク
ス
タ
イ
ヤ
を
履
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
︑
走
行
の
安
全

性
は
確
実
に
担
保
し
て
い
ま

す
︒
後
輪
に
関
し
て
は
︑
年

間
を
通
じ
て
９
割
以
上
冬
用

タ
イ
ヤ
を
使
う
イ
メ
ー
ジ
で

す
︒
こ
れ
は
タ
イ
ヤ
ケ
ア
を

十
分
に
行
っ
て
い
な
い
と
で

き
な
い
こ
と
で
す
が
︑
コ
ス

ト
メ
リ
ッ
ト
は
得
ら
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
﹂（
同
）

車
両
の
交
換
を
手
伝
う
う
ち

に
︑
よ
り
技
術
が
磨
か
れ
ま

す
︒
タ
イ
ヤ
整
備
事
業
者
へ

依
頼
す
れ
ば
コ
ス
ト
負
担
は

相
当
な
も
の
で
す
が
︑
弊
社

で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
で
行

う
こ
と
で
︑
コ
ス
ト
削
減
に

加
え
て
︑
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の

知
識
︑
技
術
が
向
上
す
る
と

い
う
︑
そ
れ
以
上
の
メ
リ
ッ

ト
も
見
込
ま
れ
ま
す
﹂（
同
）

﹃
２
デ
フ
は
リ
ア
︑
リ
ア
に

か
け
る
と
効
果
が
増
す
﹄
な

ど
の
経
験
値
や
知
識
が
共
有

さ
れ
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

柏

社
長
自
身
が
︑
タ
イ

ヤ
メ
ー
カ
ー
の
講
習
を
受
講

し
て
︑
タ
イ
ヤ
空
気
充
填
業

務
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
の
も
心
強
い
︒
ま
た
︑

柏

社
長
自
身
も
︑
北
海
道

の
道
路
を
知
り
尽
く
し
︑
同

社
で
８
年
間
に
わ
た
り
バ
ル

ク
車
に
乗
車
し
て
い
た
経
験

が
︑
今
に
活
き
て
い
る
︒

滞
留
し
て
い
る
場
面
に
巻
き

込
ま
れ
た
が
︑
ド
ラ
レ
コ
の

映
像
が
第
１
当
事
者
で
は
な

い
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
︒

　
﹁
様
々
な
対
策
を
﹃
当
然

の
こ
と
﹄
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
が
︑
や
は
り
最
終
的
に
は

日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
︒
雪
道
に

慣
れ
た
我
々
で
も
﹃
冬
道
対

策
は
過
信
し
な
い
﹄
と
い
う

こ
と
に
尽
き
ま
す
︒
例
え
ば
︑

坂
道
な
ど
で
の
立
ち
往
生

は
︑
無
理
を
し
な
い
で
坂
道

の
手
前
に
設
置
さ
れ
た
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
︑
き
ち
ん

と
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
さ
え
す

れ
ば
︑
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
坂
道
を
登
れ
な
く
な
っ

て
か
ら
チ
ェ
ー
ン
を
掛
け
る

の
は
︑
我
々
の
よ
う
に
慣
れ

た
人
間
で
も
大
変
な
こ
と
で
︑

﹃
車
が
止
ま
っ
て
か
ら
で
は

遅
す
ぎ
る
﹄
の
で
す
︒
基
本

の
積
み
重
ね
以
外
に
対
策
は

な
く
︑一
番
大
事
な
の
は
︑﹃
手

間
を
惜
し
ま
な
い
﹄︑﹃
横
着

し
な
い
﹄
と
い
う
こ
と
で
す
︒

社
員
に
も
繰
り
返
し
訴
え
て

い
ま
す
が
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
方
々
に
も
︑

﹃
顧
客
の
大
切
な
荷
物
を
預

か
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ

る
運
送
事
業
者
と
し
て
︑
雪

道
の
怖
さ
を
軽
視
せ
ず
︑
十

分
な
雪
道
対
策
を
お
願
い
し

た
い
﹄
と
思
い
ま
す
﹂（
同
）

柏 　欣哉社長

　

近
年
︑
予
想
を
超
え
る
大
雪
に
見
舞

わ
れ
る
こ
と
で
︑
高
速
・
幹
線
道
路
で

の
通
行
止
め
や
車
の
立
ち
往
生
な
ど
が

各
所
で
発
生
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
た

と
え
平
野
部
で
は
降
雪
し
て
い
な
く
て

も
︑
山
間
部
の
峠
道
な
ど
で
は
凍
結
や

積
雪
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
た
め
︑
予

期
せ
ぬ
降
雪
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
︑

事
前
の
適
切
な
備
え
が
必
要
で
す
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
積
雪
の
多
い

地
域
に
本
社
を
構
え
る
運
送
事
業
者
を

訪
問
し
︑
冬
に
向
け
た
対
策
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
︒

　

今
回
は
︑
北
海
道
函
館
市
に
本
社
を

構
え
る
︑
㈱
山
カ
柏
葉
運
輸
商
会
に
お

け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
︒

再
生
タ
イ
ヤ
を
最
大
限
に
活
用

再
生
タ
イ
ヤ
を
最
大
限
に
活
用

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
相
乗
効
果
を
発
揮

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
相
乗
効
果
を
発
揮

「
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
「
ワ
イ
ヤ
ー
」
の

「
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
「
ワ
イ
ヤ
ー
」
の
22
種種

状
況
に
応
じ
て
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
使
い
分
け

状
況
に
応
じ
て
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
使
い
分
け

「
立
ち
往
生
の
先
頭
車
両
に
な
ら
な
い
」

「
立
ち
往
生
の
先
頭
車
両
に
な
ら
な
い
」

手
間
を
惜
し
ま
ず
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

手
間
を
惜
し
ま
ず
チ
ェ
ー
ン
装
着
を

「
過
信
な
き
基
本
の
対
策
」

「
過
信
な
き
基
本
の
対
策
」
が
冬
期
の
事
故
を
防
ぐ

が
冬
期
の
事
故
を
防
ぐ

日
頃
の
教
育
を
通
じ
適
切
な
タ
イ
ヤ
ケ
ア

日
頃
の
教
育
を
通
じ
適
切
な
タ
イ
ヤ
ケ
ア

シーズン前に、ブロックチェーンとワイヤーチェーンのメンテナン
スを行う柏 社長

ドライバーのタイヤケアを見守る柏 社長

比
較
的
降
雪
時
期
が
遅
い
函
館
市

比
較
的
降
雪
時
期
が
遅
い
函
館
市

状
況
に
応
じ
、
必
要
最
小
限
の
タ
イ
ヤ
交
換

状
況
に
応
じ
、
必
要
最
小
限
の
タ
イ
ヤ
交
換本社に併設された整備工場でチェーンの装着の確認などを柏 社長と共に実践

する同社ドライバー

会 社 名　㈱山カ柏葉運輸商会
代 表 者　代表取締役社長　柏 　欣哉
本　　社　北海道函館市西桔梗町818-2
資 本 金　2,250万円
従業員数　28人（うちドライバー26人）
車両台数　32台

会社概要

スノーシーズン到来 スノーシーズン到来 冬期の安全運行特集冬期の安全運行特集
雪道でのトラブルを防ぐために雪道でのトラブルを防ぐために 北海道函館市

　　株式会社山カ柏葉運輸商会
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第96回］

最新の指名手配書……「当分はこの姿で出くわす可能性が高いということ
で……」

209「
鯖
街
道
寄
り
道
し
た
い
味
⑤
」京
都
市
出で

ま
ち
や
な
ぎ

町
柳
の
名な

だ
い
ま
め
も
ち

代
豆
餅

　

若
狭
街
道
沿
い
の
高
野
川

は
︑
山や

ま
ば
な端
を
過
ぎ
る
と
左
京

区
下
鴨
泉
川
町
の
辺
り
で
鴨

川
と
一
つ
に
な
る
︒
川
を
渡

っ
た
と
こ
ろ
が
京
阪
・
出
町

柳
駅
︒
近
く
の
柳
の
木
陰
に

見
逃
せ
な
い
石
碑
が
あ
る
︒

　
﹁
鯖
街
道
口　

従
是
洛
中
﹂

と
刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
︑

こ
の
地
が
鯖
街
道
終
点
な
の

だ
︒
小
浜
か
ら
約
70
㌔
㍍
運

ば
れ
て
き
た
魚
は
待
ち
受
け

て
い
た
仲
買
人
に
渡
さ
れ
︑

錦
小
路
︑
下
の
棚
（
六
条
通

に
あ
り
︑
魚
の
棚
と
も
呼
ば

れ
た
）
な
ど
へ
急
行
︒
京
の

食
卓
へ
上
が
っ
た
︒

　

こ
こ
ま
で
運
ん
で
き
た
魚

荷
衆
は
や
れ
や
れ
だ
っ
た
ろ

う
︒
そ
れ
は
︑
若
狭
街
道
を

走
っ
て
き
た
現
代
の
ド
ラ
イ

バ
ー
諸
氏
も
同
じ
は
ず
︒
だ

豊
富
だ
が
︑
看
板
は
屋
号
に

あ
る
豆
餅
︒
豆
大
福
の
こ
と

で
あ
る
︒

　

ち
な
み
に
京
都
は
大
福
︑

団
子
︑
饅
頭
な
ど
の
庶
民
派

菓
子
の
店
は
総
称
し
て
饅
頭

屋
か
団
子
屋
と
呼
ば
れ
る
︒

そ
の
伝
で
い
え
ば
︑
さ
し
づ

め
京
都
随
一
の
饅
頭
屋
︒
江

州
米
を
撞つ

い
た
餅
に
赤
え
ん

ど
う
を
ど
っ
さ
り
混
ぜ
︑
こ

に
は
固
く
な
っ
て
し
ま
う
︒

　

だ
が
︑
そ
れ
は
そ
れ
で
別

の
楽
し
み
方
が
あ
る
︒
あ
ぶ

る
と
香
ば
し
く
な
り
︑
柔
ら

か
さ
も
戻
り
︑
熱
く
な
っ
た

あ
ん
こ
を
﹁
あ
ち
ち
っ
﹂
と

言
い
な
が
ら
食
べ
る
の
も
極

楽
気
分
︒
電
話
予
約
可
だ
か

ら
︑
鯖
街
道
終
点
が
近
づ
い

た
ら
電
話
し
て
お
く
の
が
賢

明
だ
︒（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

が
都
合
の
い
い
こ
と
に
︑
至

近
距
離
に
疲
れ
を
取
る
の
に

う
っ
て
つ
け
の
甘
味
が
待
っ
て

い
る
︒
２
︑３
個
頰
ば
れ
ば
︑

今
来
た
道
を
取
っ
て
返
す
元

気
が
出
る
の
は
確
実
だ
︒

　

そ
れ
が
﹁
名
代
豆
餅　

出

町
ふ
た
ば
﹂
の
豆
餅
︒
明
治

32
年
創
業
︒
行
列
が
絶
え
な

い
店
で
︑
団
子
︑
季
節
物
の

水み

な

づ

き

無
月
︑
栗
餅
な
ど
品
書
き

し
あ
ん
を
手
で
丁
寧
に
包
ん

だ
豆
餅
と
き
た
ら
︑
持
ち
重

り
が
し
て
弾
力
に
富
み
︑
豆

の
感
触
が
ま
た
う
れ
し
い

（
あ
ん
な
し
も
あ
り
）︒

　

こ
し
あ
ん
は
上
品
至
極

で
︑
餅
の
塩
気
と
い
い
あ
ん

ば
い
に
共
鳴
す
る
か
ら
つ
い

つ
い
も
う
一
個
と
手
が
伸
び

る
︒
し
か
し
︑
買
い
込
ん
で

も
添
加
物
な
し
な
の
で
︑
夜

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜数字編〜
 【解 答】２面に問題

❶ ○（施行令第22条第3号の
イ）自動車に積載できる貨物
の長さは、自動車の長さにそ
の長さの10分の1の長さを加
えたものまでである。
❷ ×（法第44条第6号）踏切
の前後の側端からそれぞれ前
後に10メートル以内の部分は
駐停車禁止である。
❸ ×（法第30条第3号）横断
歩道及びその手前の側端から

30メートル以内の部分は追越
し禁止である。
❹ ×（施行令第21条）転回す
るときの合図は、その行為をし
ようとするときの30メートル手
前に達したときである。
❺ ×（法117条の2第1号）酒
酔い運転の罰則は5年以下の
懲役又は100万円以下の罰金
である。

飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て

飲
酒
運
転
根
絶
へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
署
名
活
動
広
が
り
み
せ
る

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
署
名
活
動
広
が
り
み
せ
る

　

福
井
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
清
水
則
明
会
長
）
で
は
︑

今
年
１
月
︑
３
月
と
飲
酒
運

転
事
故
が
相
次
ぎ
発
生
し
た

こ
と
を
受
け
︑
５
月
に
会
員

事
業
者
所
属
の
ド
ラ
イ
バ
ー

が
署
名
す
る
﹁
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
宣
誓
書
﹂
の
提

出
を
求
め
た
︒

　

島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
永
井
好
輔
会
長
）
で
は
︑

６
月
に
千
葉
県
八
街
市
で
発

生
し
た
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
飲
酒
運
転
事
故
を
受

け
︑
署
名
活
動
を
展
開
︒
７

月
初
旬
に
各
支
部
に
要
請
を

行
い
︑
支
部
単
位
で
所
轄
警

察
署
に
﹁
飲
酒
運
転
根
絶
署

名
簿
﹂
を
提
出
︒
９
月
１
日

ま
で
に
全
支
部
で
提
出
を
終

え
た
︒

　

京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
荒
木
律
也
会
長
）
で
は
︑

10
月
５
日
に
開
催
し
た
交
通

対
策
委
員
会
に
お
い
て
︑
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
署
名

活
動
の
実
施
を
決
定
︒
ド
ラ

イ
バ
ー
を
含
め
︑
会
員
事
業

者
に
所
属
す
る
全
従
業
員
を

対
象
に
署
名
活
動
を
展
開
︒

集
め
た
署
名
は
︑﹁
飲
酒
運

転
根
絶
署
名
簿
﹂
と
し
て
京

都
府
警
に
提
出
す
る
︒

　

署
名
活
動
以
外
に
も
︑
各

地
で
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

た
Ｐ
Ｒ
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
︒

　

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
田
中
亨
会
長
）
で
は
︑
８

月
に
飲
酒
運
転
根
絶
ス
テ
ッ

カ
ー
を
６
０
０
０
枚
作
成
し
︑

会
員
事
業
者
に
配
布
︒
地
元

民
放
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
も
︑

滋
賀
県
ト
協
の
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
た
︒

　

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
工
藤
修
二
会
長
）
で
は
︑

北
海
道
が
﹁
飲
酒
運
転
根
絶

の
日
﹂
と
定
め
る
７
月
13
日

に
︑
飲
酒
運
転
根
絶
意
識
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
街
頭
啓

発
を
道
内
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
実
施
︒今
後
は
︑

年
内
に
も
啓
発
活
動
の
実
施

を
企
画
し
て
い
る
︒

　

も
し
︑
飲
酒
運
転
事
案
が

引
き
続
き
発
生
す
る
よ
う
な

事
態
と
な
れ
ば
︑
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
な
運
送
業
界
の
社
会
的

信
頼
性
が
著
し
く
失
墜
し
て

し
ま
う
こ
と
と
な
る
︒
全
ト

協
で
は
各
都
道
府
県
ト
協
と

連
携
し
な
が
ら
︑
引
き
続
き

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
た

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
９
月
６
日
に

開
催
し
た
第
１
１
７
回
交
通
対
策
委
員
会

（
工
藤
修
二
委
員
長
）
に
お
い
て
﹁
飲
酒

運
転
根
絶
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
取
り
組
み
の
強
化
に
つ
い
て
﹂
を
決
議

（
９
月
15
日
号
既
報
）し
た
こ
と
を
受
け
︑

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
署
名
活
動
実
施

の
動
き
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
︒

　

同
決
議
は
︑
飲
酒
運
転
と
い
う
反
社
会

的
行
為
の
根
絶
を
図
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
全
体
と
し
て
飲
酒
運
転
根
絶
意

識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
︑
関
係
者
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
に

よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
飲
酒
運

転
を
根
絶
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
︒

　

同
決
議
で
は
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑

会
員
事
業
所
所
属
の
全
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対

象
と
し
た
署
名
活
動
の
実
施
な
ど
︑
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
各
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
効
果
的

な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
︒

飲酒運転根絶に向けたトラック運送業界の
取り組みの強化について

飲酒運転根絶に向けたトラック運送業界の
取り組みの強化について

　事業用トラックドライバーに対する飲酒運転の根絶については、トラック運送業界として各種啓発活
動を展開し、その再発防止に積極的に努めています。
　また、国土交通省が本年3月に決定した「事業用自動車総合安全プラン2025」においては、「事業用
自動車における飲酒運転ゼロ」を目標に掲げる等、様々な取り組みを実施しています。
　しかしながら、警察庁統計によれば、最近の事業用トラックによる飲酒運転事故件数は横ばい傾向で、
未だ根絶には至っておりません。
　特に、本年6月28日に、千葉県八街市において、飲酒した運転者の自家用トラックが小学校児童の列
に突っ込み、死傷者が出る痛ましい事故が発生し、飲酒運転が全国的な社会問題としてマスコミなどで
大々的に取り上げられている最中の本年7月5日、6日には、事業用トラックドライバーによる飲酒運転
事案が相次いで発生しており、極めて憂慮すべき事態となっています。
　現在、エッセンシャルな事業として、社内体制を確立して飲酒運転を根絶している優良な運送事業者
がほとんどであるこの運送業界ですが、一方で、ほんの一握りの心無い事業用トラックドライバーが引
き起こす飲酒運転により、「運送業界全体の体質的な問題」ととらえられることとなり、こうした状況
が引き続き発生するような事態となれば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜して
しまいます。
　このような状況に鑑み、飲酒運転という反社会的行為の根絶を図るため、第117回交通対策委員会で
は、業界全体として下記事項を共有するとともに、関係者一丸となって取り組みを強化することにより、
この業界から飲酒運転を根絶することを決議する。

１．各事業所においては、乗務前後の対面点呼時はもとより、対面でなく電話その他の方法で
行う点呼の場合においても、アルコール検知器を用いた酒気帯びの有無の確認が確実に行
える点呼実施体制が確立できているか再確認し、必要に応じた見直しを行う。

２．各事業所においては、交通安全運動等の機会をとらえ、事業用トラックが関係した飲酒運
転事故事例を周知するなどして、運転者に対する飲酒運転根絶意識の徹底を図る。

３．各都道府県トラック協会においては、飲酒運転根絶にむけた他県の取り組み事例について
情報の共有化を図り、各地域の実情に応じ、飲酒運転根絶にむけた効果的な取り組みを積
極的に展開する。具体的には、
・会員事業所所属の全てのドライバーからの飲酒運転しないことの宣誓書の署名活動
・フェリー乗り場、SA・PA、TSなどでのトラックドライバーに対する飲酒の有無の自
主点検や、街頭啓発活動

令和３年９月６日
公益社団法人　全日本トラック協会
副会長（交通対策委員長）工藤修二

 決　　　　議  決　　　　議 

　事業用トラックドライバーの飲酒運転事案が相次ぐことにより「飲酒運転は運送業界全体の
体質的問題」ととられかねません。また、こうした状況が引き続き発生するような事態となれ
ば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜してしまいます。
　「飲酒運転」という反社会的な行為の根絶を図るため、関係者一丸となって効果的な取り組
みを展開しましょう。

「飲酒運転ゼロ」へ取り組み強化「飲酒運転ゼロ」へ取り組み強化

福
井
県
ト
協
で
は﹁
飲
酒
運
転
根
絶

に
向
け
た
宣
誓
書
﹂を
福
井
運
輸
支

局
（
写
真
㊤
）
と
福
井
県
警
察
本
部

（
写
真
㊦
）
へ
提
出
し
た
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▼
埼
玉
県

北
部
在
住

の
叔
父
が
︑

長
年
に
わ

た
り
地
元

の
消
防
団
の
団
長
と
し
て
尽
力
し
た
功

績
に
よ
り
︑
令
和
３
年
春
の
叙
勲
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
︒
叔
父
は
︑
人
を
束

ね
る
統
率
力
に
優
れ
︑
厳
し
い
反
面
︑

情
に
厚
い
性
格
で
多
く
の
人
達
か
ら
慕

わ
れ
て
お
り
︑﹁
受
章
﹂
に
際
し
て
本

人
の
喜
び
以
上
に
周
り
か
ら
祝
福
の
嵐

が
沸
き
起
こ
っ
た
の
は
︑
非
常
に
自
然

な
こ
と
と
言
え
ま
す
︒私
と
し
て
は﹁
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
勲
位
で
も
不
思
議
で
は

な
い
﹂
と
感
じ
ま
し
た
が
︑
目
出
度
い

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
︑
早
速
お
祝
い

の
電
話
を
し
ま
し
た
︒
電
話
口
か
ら

は
︑
叔
父
の
喜
び
に
満
ち
た
弾
ん
だ
声

が
耳
に
響
き
︑
心
地
良
か
っ
た
で
す
︒

▼
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
︑
各
省
庁
に
よ

る
伝
達
式
が
中
止
に
な
り
︑
宮
中
で
の

拝
謁
も
同
様
の
措
置
と
な
っ
た
の
は
残

念
で
し
た
︒
親
の
代
か
ら
子
の
代
に
替

わ
り
︑
親
戚
と
の
付
き
合
い
が
段
々
と

減
る
中
で
︑
い
つ
も
元
気
溌
溂
な
叔
父

の
存
在
は
眩
し
く
嬉
し
い
限
り
で

す
︒
我
が
身
を
振
り
返
る
と
︑
私
が

﹁
賞
﹂
と
付
く
も
の
を
い
た
だ
い
た
の

は
高
等
学
校
ま
で
で
︑
書
道
や
絵
画
で

の
賞
は
さ
て
置
き
︑高
校
３
年
間
は﹁
皆

勤
賞
﹂
で
︑
丈
夫
な
身
体
に
産
み
育
て

て
く
れ
た
両
親
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
︒
▼
人
よ
り
抜
き
ん
出
た﹁
技
﹂を
︑

誰
も
が
一
つ
は
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
︒
昼
行
灯
と
言
わ
れ
嘲
笑
さ
れ
た
人

間
が
︑
窮
地
の
時
に
離
れ
わ
ざ
を
演

じ
︑
以
後
一
目
置
か
れ
る
存
在
と
な

る
︒こ
れ
は
映
画﹃
た
そ
が
れ
清
兵
衛
﹄

の
主
人
公
で
す
が
︑﹁
特
技
が
身
を
助

け
た
戦
国
時
代
の
あ
る
武
士
の
話
﹂

も
︑
特
筆
も
の
で
す
︒
▼
織
田
信
長
の

甲
州
攻
略
の
際
に
近
江
の
小
城
主
・
阿

閉
淡
路
守
の
家
来
と
し
て
活
躍
し
た
渡

辺
勘
兵
衛
は
︑﹁
槍
の
達
人
﹂
と
し
て

有
名
で
す
︒
大
将
の
織
田
信
忠
か
ら

直
々
に
︑
功
労
に
対
す
る
﹁
賞
﹂
と
し

て
名
刀
を
授
か
り
ま
す
が
︑
そ
れ
を
嫉

む
淡
路
守
の
度
量
の
狭
さ
に
嫌
気
が
差

し
︑
そ
の
後
は
転
々
と
流
浪
し
︑
槍
一

筋
で
自
分
を
高
く
評
価
し
て
く
れ
る
武

将
に
仕
え
ま
す
︒﹁
特
技
は
身
を
助
け

る
﹂
を
実
践
し
た
勘
兵
衛
が
現
代
の
世

に
甦
っ
た
ら
︑
さ
ぞ
か
し
功
成
り
名
を

遂
げ
る
人
物
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
︒
▼
現
代
で
﹁
賞
﹂
の
最
高
峰
と
い

え
ば
︑
誰
も
が
知
る
﹁
ノ
ー
ベ
ル
賞
﹂

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
︑
日
の
目
を

見
ず
と
も
地
道
に
何
か
を
完
遂
し
︑
世

の
中
の
一
翼
を
担
う
人
は
多
数
い
ま

す
︒
こ
の
秋
︑
新
潟
県
村
上
市
の
﹁
塩

引
鮭
﹂（
風
通
し
の
良
い
軒
下
に
お
腹

を
割
い
て
塩
を
し
た
鮭
を
３
週
間
ほ
ど

吊
る
す
冬
の
風
物
詩
）
を
見
る
た
め
に

乗
車
し
た
︑
新
潟
駅
か
ら
村
上
駅
に
向

か
う
列
車
の
車
中
で
︑
ボ
ッ
ク
ス
席
に

座
っ
た
老
夫
婦
の
会
話
が
漏
れ
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
︒
男
性
﹁
新
潟
の
景
色
も

今
日
で
見
納
め
だ
な
﹂︑
女
性
﹁
頑
張

り
ま
し
た
よ
︒
お
父
さ
ん
﹂︑男
性
﹁
単

身
赴
任
中
は
迷
惑
を
か
け
た
な
﹂︑
女

性
﹁
ひ
と
り
暮
ら
し
の
不
自
由
な
生
活

の
中
で
私
た
ち
家
族
を
支
え
立
派
で
し

た
﹂︒
女
性
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
は
︑

男
性
が
異
郷
の
地
で
ひ
と
り
戦
い
続
け

た
不
屈
の
努
力
に
対
す
る
﹁
賞
﹂
だ
と

思
い
ま
し
た
︒
▼
こ
の
世
に
生
を
受
け

た
か
ら
に
は
︑
平
凡
な
が
ら
も
艱
難
辛

苦
を
乗
り
越
え
て
︑
精
一
杯
生
き
抜
い

た
証
と
な
る
﹁
人
生
を
思
う
存
分
全
う

し
た
で
賞
﹂
を
受
賞
し
た
い
も
の
で

す
！ 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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図２　燃料サーチャージ導入の進め方

出典：国土交通省・全日本トラック協会「燃料サーチャージの導入に向けて」
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燃
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サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

事
業
継
続
に
欠
か
せ
な
い
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

算
出
を
行
い
速
や
か
に
国
交
省
に
届
出
を
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国
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を

　

図
１
は
︑
令
和
３
年
に
お

け
る
ド
バ
イ
原
油
価
格
と
軽

油
価
格
（
ロ
ー
リ
ー
価
格
／

消
費
税
抜
）
の
推
移
を
グ
ラ

フ
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
に

よ
る
世
界
的
な
経
済
活
動
の

再
開
に
伴
っ
て
︑
原
油
の
需

要
が
高
ま
る
一
方
で
︑
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
原

油
の
生
産
量
が
回
復
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
︑
原
油
先
物

価
格
は
高
騰
︒
そ
う
し
た
流

れ
を
受
け
て
︑
軽
油
価
格
は

年
初
以
来
右
肩
上
が
り
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
︒

　

原
油
生
産
量
の
回
復
に
は

　

燃
料
価
格
が
急
激
に
上
昇

す
る
こ
と
で
︑
運
送
事
業
者

に
は
燃
料
コ
ス
ト
の
負
担
増

加
に
伴
う
経
営
リ
ス
ク
が
常

に
存
在
し
て
い
る
︒
こ
う
し

た
経
営
リ
ス
ク
を
軽
減
し
︑

運
送
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
は
︑
燃
料
価
格
の
上

昇
・
下
落
に
よ
る
コ
ス
ト
の

増
減
分
を
別
建
て
の
運
賃
と

し
て
設
定
す
る
﹁
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
﹂
の
導
入
が
有
効

時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
︑

年
初
か
ら
続
い
て
い
る
燃
料

価
格
の
上
昇
傾
向
は
当
面
続

く
と
み
ら
れ
て
い
る
︒

　

国
交
省
は
令
和
２
年
４
月

に
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
に
よ
り
設
け
ら
れ
た

﹁
標
準
的
な
運
賃
の
告
示
制

度
﹂
に
基
づ
き
︑
標
準
的
な

運
賃
の
告
示
を
行
っ
た
︒

　

国
交
省
自
動
車
局
貨
物
課

長
に
よ
る
通
達
﹁
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
に
係
る
標

準
的
な
運
賃
に
つ
い
て
﹂（
令

和
２
年
４
月
24
日
発
出
）
で

は
︑
燃
料
費
に
関
し
て
は
軽

で
あ
る
︒

　

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
で

は
︑
基
準
と
な
る
燃
料
価
格

よ
り
一
定
額
以
上
上
昇
し
た

場
合
に
︑
上
昇
の
幅
に
応
じ

て
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
設

定
ま
た
は
増
額
改
定
し
て
適

用
す
る
︒
一
方
︑
下
落
し
た

場
合
に
は
︑
そ
の
下
落
幅
に

応
じ
て
減
額
改
定
し
︑ま
た
︑

燃
料
価
格
が
基
準
と
な
る
燃

料
価
格
よ
り
も
低
下
し
た
場

合
は
こ
れ
を
廃
止
す
る
︒

　

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
︑
ま
ず
燃
料
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
の
算
出
を
行
い
︑

国
土
交
通
省
に
届
け
出
る
必

要
が
あ
る
︒

　

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導

入
に
向
け
て
︑
取
引
先
と
交

渉
し
成
功
を
収
め
る
に
は
︑

図
２
で
示
し
た
流
れ
で
取
り

組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）で
は
︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
る（
二

次
元
コ
ー
ド
㊤
）
の
で
︑
こ

れ
ら
を
活
用
し
︑
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
一
助
と
し
て

い
た
だ
き
た
い
︒

油
単
価
の
変
動
幅
が
大
き
い

た
め
︑
そ
の
変
動
分
は
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
よ
り
収
受

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
︒
そ
の
た
め
︑
標
準
的
な

運
賃
の
届
出
に
併
せ
て
︑
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
届
出
を

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
︒

　

標
準
的
な
運
賃
の
設
定
に

係
る
原
価
計
算
に
お
い
て
は
︑

燃
料
費
を
１
０
０
円
と
し
て

算
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
基
準

価
格
も
１
０
０
円
と
し
て
設

定
し
て
い
る
（
図
３
）︒

　

ま
た
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
改
定
条
件
と
算
出
上
の

上
昇
額
テ
ー
ブ
ル
は
表
の
通

り
と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
︑

同
通
達
で
は
車
両
燃
費
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
算
出
す

る
際
に
は
車
種
ご
と
に
車
両

燃
費
を
設
定
す
る
必
要
が
あ

る
︒

　

な
お
︑
各
運
送
事
業
者
が

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
導
入

す
る
際
は
︑
国
交
省
﹁
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
緊
急
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
﹂（
国
交
省
Ｈ
Ｐ
[
二

次
元
コ
ー
ド
㊧
]
に
掲
載
）

も
参
考
に
し
つ
つ
︑
自
社
の

運
賃
の
設
定
に
係
る
原
価
計

算
に
お
い
て
基
準
と
し
た
燃

料
費
を
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
の
基
準
価
格
と
し
て
設
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
る
︒

　

世
界
的
な
経
済
活
動
の
再
開
に
伴
う
需
要
の
高
ま
り

な
ど
を
背
景
に
︑
原
油
の
先
物
価
格
は
平
成
26
年
度
以

来
お
よ
そ
７
年
ぶ
り
と
な
る
高
値
水
準
が
続
い
て
い
ま

す
︒
ま
た
︑
円
相
場
も
平
成
30
年
以
来
お
よ
そ
３
年
ぶ

り
の
円
安
ド
ル
高
水
準
と
な
っ
て
お
り
︑
燃
料
価
格
の

高
騰
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
︒

　

燃
料
価
格
の
高
騰
は
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経
営

を
大
き
く
圧
迫
す
る
こ
と
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
経
営
改
善
に
向
け
て
は
︑
燃
料
コ
ス
ト
の
増
加
分

を
荷
主
に
負
担
し
て
も
ら
う
た
め
の
﹁
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
制
度
﹂
の
導
入
が
有
効
と
な
っ
て
き
ま
す
︒

　

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
に
お
け
る
適
正
運
賃
・
料
金
収
受
の
第
一
歩
と
な

り
ま
す
︒
燃
料
価
格
高
騰
を
機
に
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

の
導
入
と
併
せ
て
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
度
の
導
入

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て
も
︑
軽
油
の
安
定

供
給
な
ど
に
つ
い
て
関
係
省
庁
等
に
積
極
的
に
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
︒

　職場での転倒災害は、令和
２年で 30,929 件（休業４日
以上）と労働災害で最も多く、
近年増加傾向にあります。今
年も、前年同期比で約２割増
（令和３年９月速報値）と大
きく増加しています。
　安全・安心な職場づくりの
ため、転倒防止の対策に取り
組みましょう。

厚労省 転倒による労働災害が多発！

職場での転倒予防に取り組みましょう職場での転倒予防に取り組みましょう
～厚労省リーフレット「事業主の皆様へ　安全・安心な職場づくりに取り組みましょう」より

職場での転倒防止対策

職場での転倒災害の状況

※二次元コードを読み取ると、関連情報を確認することができます。
出典：厚労省リーフレット「事業主の皆様へ　安全・安心な職場づくりに取り組みましょう」
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図 1　令和３年におけるドバイ原油価格と軽油価格（ローリー価格 /消費税抜）の推移（10 月は推定値）

出典：ドバイ原油価格「リムマーケットニュース」（軽油価格は全ト協調査）

（単位：円 /ℓ） （単位：ドル /バレル）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ドバイ原油価格

軽油価格（ローリー/消費税抜）

上昇

令和3年

表　燃料サーチャージの改定条件と算出上の上昇額テーブル
調達している軽油価格 燃料サーチャージ

算出上の代表価格 上昇額

基準価格 100.00 円 ―
〜 100.00 円 廃止

100.00 超〜 105.00 円 102.50 円 2.5 円
105.00 超〜 110.00 円 107.50 円 7.5 円
110.00 超〜 115.00 円 112.50 円 12.5 円
115.00 超〜 120.00 円 117.50 円 17.5 円
120.00 超〜 125.00 円 122.50 円 22.5 円
125.00 超〜 130.00 円 127.50 円 27.5 円
130.00 超〜 135.00 円 132.50 円 32.5 円
135.00 超〜 140.00 円 137.50 円 37.5 円
140.00 超〜 145.00 円 142.50 円 42.5 円
145.00 超〜 150.00 円 147.50 円 47.5 円
150.00 超〜 155.00 円 152.50 円 52.5 円
155.00 超〜 160.00 円 157.50 円 57.5 円
160.00 超〜 165.00 円 162.50 円 62.5 円
165.00 超〜 170.00 円 167.50 円 67.5 円
170.00 超〜 175.00 円 172.50 円 72.5 円
175.00 超〜 180.00 円 177.50 円 77.5 円
180.00 超〜 185.00 円 182.50 円 82.5 円

※代表価格は、刻み幅の 0.5 倍の額を基準価格に加算した額とした。上昇額は、
（代表価格―基準価格）とした。
出典：�国交省通達「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃について」（令

和２年４月 24 日発出）

図３　「標準的な運賃」における
　　　　　　　　　　燃料サーチャージの算出方法

・基準価格：100.0 円（スタンド価格による）
・改定する刻み幅：5.0 円
・�改定条件：改定の刻み幅 5.0 円 /ℓの幅で軽油価格が変動し

た時点で、翌月から改定する。
・�廃止条件：軽油価格が 100.0 円 /ℓを下回った時点で、翌月

から廃止する。
・計算式：
　【距離制運賃】

走行距離（km）÷燃費（km/ℓ）
　　　　　　×算出上の燃料価格上昇額（円 /ℓ）

　【時間制運賃】
平均走行距離（km）÷燃費（km/ℓ）
　　　　　　×算出上の燃料価格上昇額（円 /ℓ）

出典：�国交省通達「一般貨物自動車運送事業に係る標準的な運賃
について」（令和２年４月 24 日発出）

全ト 協「 燃 料 サ ー
チャージ制について」

国交省「ガイドライン」

原油価格高騰・円安加速が運送事業者の経営を圧迫原油価格高騰・円安加速が運送事業者の経営を圧迫
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